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　本報告書は、ユニー・ファミリーマートホールディングスと
して初めて発行する「サステナビリティ報告書」です。
　本報告書では、ユニー・ファミリーマートグループとして
CSR 活動を推進していく上での考え方や体制について記載し
ています。また、2017 年度にユニー・ファミリーマートホー
ルディングスとして署名した「国連グローバル・コンパクト」、
貢献宣言を表明している「持続可能な開発目標（SDGs）」、
さらには新たに制定した「サステナビリティ基本方針」などを

踏まえ、それまでのファミリーマートおよびユニーそれぞれ
の重要課題を再確認した上で、ユニー・ファミリーマート
グループとして解決すべき重要課題にয点を当て、各社の
活動を中心に記載しています。重要課題ごとの取り組みは
ダイジェスト的に記載しており、よりৄࡉな情報については、
ファミリーマートの「CSRϋンドブック 2017」、ユニーの「環
境レポート 2017」とซせてご参照いただく形式としてい
ます。

■  この報告書について■  目　次

　ユニー・ファミリーマートホールディングスは、常に
新しい価値を提供する小売グループとして社会の持続
可能な発展に貢献し、社会課題の解決、環境への影響
ܰ減に取り組み、SDGsの目標達成に寄与してまいります。
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http://www.family.co.jp/company/csr/
engagement/csr_handbook_arc_2017.html

http://www.uny.co.jp/corporate/torikumi/eco/
management/report.html

ファミリーマート
CSR ϋンドブック 2017

ユニー
環境レポート2017 年度൛

　ユニー・ファミリーマートホール
ディングスは、2017 年 9 月に「国連
グローバル・コンパクト」へ署名し、
参加を表明いたしました。
  「国連グローバル・コンパクト」は、
人権・労働・環境・腐敗防止の4෼໺、
10原則を軸に、国際社会において
持続的な成長を実現するための世
界的な取り組みです。

【本報告書の概要】
・対৅期間ɿ2016 年 9 月～ 2017 年 2 月の活動実੷の報告ですが、活動や取り組み内容には一部直ۙのものも含みます。
・対৅範囲ɿ国内 38 社　海外32 社（2017年 2 月末時点）
・参考としたガイドラインɿGRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
　 （Ｇ̧ 対̞照表ɿhttp���XXX.Gu�hd.com�csr�report�）
 環境ল「環境報告ガイドライン（2012 年൛）」
 ISO26000（社会的責任に関するख引）

【免責事項】
　本報告書は、将来༧૝に関する情報が含まれていますが、これらの記ड़は各資料の࡞成時点で入ख可能な情報に基づいて
判断したものであり、将来の業੷等を保証するものではありません。

持続可能な開発目標（SDGs）国連グローバル・コンパクトへの参加
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ࣾ௕ϝοηʔδ
る商品やサービスの質が向上するだけでなく、社会課
題の一つである CO2 の削減にもつながるなど、2 社
の統合によるメリットは経済に限らず社会や環境の側
面にまで、大きな成果を生み出します。
　加えて、企業としても CVS と GMS の社員同士が、
お互いを認め合い、それぞれの強みを共有し合いなが
ら成長することで、シナジー効果はさらに高められる
はずです。約 1 万７千人の社員（連結ベース）が一つ
となり、さまざまなステークホルダーの方々の意見
に耳を傾け、お客様や地域社会のためにできることを
考え、誠実に実践してもらいたいと思っています。
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　当グループでは持続的な成長を実現するため、サプ
ライチェーン機能の再構築や一元化、お客様や地域社
会と直接接点を持つ店舗基盤の強化などを進めていま
す。こうした経営戦略の実効性を高めることで利益を
獲得し、また株主に還元しながら成長を目指します
が、こうしてもたらされるビジネス上の便益は、お客
様や地域社会、或いはお取引先が直面している社会・
環境課題を顧みずに成し遂げられるものではありませ
ん。営利企業として、私益を追求するのみならず公益
もしっかりと考えながら、バランスの良い舵取りをし
ていくことが重要だと思います。
　これまでに、ファミリーマートでは、全都道府県へ
の店舗展開という利点を生かしながら、自治体と連携
して社会インフラの一翼を担うなど、「あなたと、コ
ンビに」をキーワードに地域と密着し、高齢者の見守
りや店頭募金を通じた次世代育成支援、また災害時
の協力支援など広く社会貢献活動に取り組んできまし
た。ユニーは、日本を代表する環境先進企業として、
小売業界で唯一のエコ・ファースト企業に認定されて
います。事業活動を通じて循環型社会・低炭素社会・
自然共生社会を実現する「持続可能な社会」の構築に
向け、13 件の「食品リサイクルループ」の構築で国
内の食品リサイクル事業をリードするほか、地域の次

世代環境教育やエシカルな買い物の推進などにも力を
入れています。
　さらに、地域の循環型社会の形成を目指したファ
ミリーマートとユニーの協働事業として、新たな「食
品リサイクルループ」の構築や容器包装の環境配慮
を推進するなど、サステナビリティの面でも経営統
合によるシナジー効果が発揮されています。今後も、
こうした取り組みをさらに推し進めていくことで、
大切なステークホルダーの皆様と一緒に社会課題に
向き合い、グループ全体が社会とともに持続的に発
展していくことを目指します。
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　ユニー・ファミリーマートホールディングスは、
2017 年 9 月末に国連グローバル・コンパクトに加盟
しました。これは、当グループが国際社会の良き一員
として、人権の保護、不当な労働の排除、環境への対
応、そして腐敗の防止にかかわる 10 の原則に賛同し、
その実現に向けて努力を継続することを、私自ら署名
したものです。海外に広がるサプライチェーンを擁す
る企業グループとして、国際社会の極めて当たり前の
ことを心新たに宣言することは、大事なことだと思っ
ています。グローバルな視点で将来を見据えつつ、こ
れからも地域の皆様に寄り添いながら、社会・環境課
題の解決に向けて取り組みます。
　この加盟に先立ち、「サステナビリティ基本方針」
を制定し、当グループとして持続可能な社会の形成を
目指すことをあらためて掲げました。当グループの
事業が地域社会や環境に及ぼす影響と範囲、そしてス
テークホルダーの皆様からの期待は、非常に大きなも
のであると認識しています。生産と取引・消費までに
おけるバリューチェーン全体で良い影響を増大させ、
また期待に応えるためにも、この基本方針のもと私た
ちが自らの責任を自覚し、グループ企業として一体感
を持って実践していきます。
　また、「持続可能な開発目標 (SDGs)」 の達成への貢
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　2016 年 9 月、コンビニエンスストア事業 (CVS) を
展開するファミリーマートと、総合小売業 (GMS) と
CVS を中心としたユニーグループ・ホールディングス
が統合し、売上高約 4 兆円のユニー・ファミリーマー
トホールディングスが誕生しました。それぞれが持つ
事業特性を活かしながら、両社のシナジー効果を創出
し、小売グループとしての成長を一層加速させたいと
思っています。企業理念「くらし、たのしく、あたら
しく」に掲げたように、これからの時代に必要とされ
る新しい価値を提供し、毎日の生活の中で、お客様や
地域社会から信頼され必要とされ続ける企業を目指し
てまいります。
　経済のグローバル化の浸透により、調達網や消費者
への商品供給は国境を越え、また社会・環境の課題に
ついても、企業が解決に向けて積極的に取り組むこと
が国際社会から求められてきています。私たちもこれ
までの考え方にとらわれず、新しい視点で積極的な事
業展開を進めてまいりますが、統合の結果得た「規模」
が実にこれを後押ししてくれます。
　小売業にとって、規模の拡大は効率化の源とも言え
るほど非常に重要です。これまでファミリーマート
12,000 店、サークル K・サンクス 6,000 店で別々だっ
た製造拠点や配送ルートの集約・合理化が進むと、サ
プライヤーや物流などのビジネスパートナーとの仕事
のやり方が変わり、ひいては社員の業務に対する意識
や行動自体も変わってきます。当然、お客様に提供す
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献も掲げ、社会課題を認識し、当グループの事業活動
を通じた解決に寄与していくことを表明しました。今
日、コンビニエンスストアをはじめ私たちの店舗に
対しては、社会インフラとして住みやすい街づくりに
貢献することが期待されています。物流網を背景とし
た災害時の物資支援や夜間での防犯拠点として、また
銀行 ATM の設置、役所の証明書交付（住民票等）、イー
トインスペースの設置など、利便性を追求したいわゆ
る「万屋（よろずや）」の存在として、また地域の皆
様が集うコミュニティの場として、地域社会の課題解
決に寄与しながら発展していきたいと思います。
　昨今、長期的な企業価値を ESG（環境・社会・ガバ
ナンス）の観点で評価する動きが活発となり、今後ま
すます広がっていくと言われています。ESG 投資の
潮流の中でさらに評価を高めていくためにも、店舗網
を活かして社会貢献に取り組むファミリーマート、そ
して環境先進企業のユニーと、グループ各社それぞれ
の強みを活かしながら、SDGs の達成に向けてより一
層の貢献を果たすことができる、サステナブルカンパ
ニーを目指したいと考えています。

খചۀͱ͠てのఏڙՁ஋の্޲

೔ʑվળΛੵΈ্͛な͕Β৽͍͜͠ͱʹ
௅ઓ͠ɺ͓٬༷΍஍Ҭ͔Β৴པ͞ΕΔۀا
Ͱ͋Γ続͚·͢ɻ

　2016 年 9 月の経営統合と同時に、サークル K・サ
ンクス店舗からファミリーマートブランドへの転換を
開始しました。この「CVS ブランド統合」は、シナジー
の最大化を実現するため、当初計画から半年前倒しさ
せた 2018 年 8 月末をゴールに見据えています。約
5,000 店をファミリーマートに転換することで、ファ
ミリーマートブランドは、経営統合前と比較して約 1.5
倍の店舗網となります。経営統合のシナジー効果は、
商品や物流網のほか、発注システムにもおよび、2019
年度以降は 80 ～ 100 億円の効果を見込んでいます。
　また、2017 年 8 月には、ドンキホーテ HD との資
本・業務提携の基本合意を行い、ユニーの店舗の一部
をドン・キホーテとのダブルネーム店舗に転換します。
人材交流や商品の共同開発・販売促進を本格化させる
等、小売事業における積極的な協働を加速します。特
にドン・キホーテ流のローコスト店舗運営からは学ぶ
ところが多く、ユニー流の店舗運営とお互い良い意味
で刺激を交わしながら進めています。
　こうした新しい挑戦を積み重ねながらグループ総合
力の強化を推し進め、中期経営計画の定量目標である
2020 年度ＣＶＳ＋ＧＭＳのセグメント利益 600 億
円、そして連結 ROE10％の達成に取り組みます。
　中期経営計画の始動にあたり、テーマとして掲げ
た「Everyday IMPROVE」。これは、文字通り日々の
改善を積み上げていくことを表したものです。経済的
な成長を遂げるには、お客様からの支持を集め続けれ
ばならず、そのためにはお客様の立場での社会課題や
ニーズに敏感であり、それらに柔軟に対応できる企業
であるべきです。勿論、一朝一夕でできることではな
いからこそ、この考え方が必要不可欠となります。長
期的な成長には、自社の利益の追求のみならず、“社
会とともに”という視点を持ち続けることが重要で、
それこそが「くらし、たのしく、あたらしく」を理念
とする私たちが進むべき道だと思います。
　この羅針盤として、私たちは新たにマテリアリティ

（重要課題）を選定し、優先的に事業を通じてこれら
の解決に取り組むこととしました。気候変動対策など
の「地球環境への配慮」や、全国規模での店舗展開と
いう資源を活かした「社会・生活インフラとしての地
域発展への貢献」、安全・安心な商品を提供する「サ
プライチェーンマネジメントの強化」と、刻々と変化
するお客様のご要望に応える「消費者ニーズへの対

ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτϗʔϧσΟϯάεࣜגձࣾ
୅දऔక໾ࣾ௕

応」、そして社員の働きやすい職場環境を提供する「ダ
イバーシティの推進」。これら５つのマテリアリティ
に対し、私たちだからこそできる事に「Everyday　
IMPROVE」を実践し、地域や世界のお客様への提供
価値を高め、持続的な成長の実現を目指します。
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　私たちユニー・ファミリーマートグループは、小売
業として地域社会に店舗を構え、地域の皆様とともに
発展していくことを目指しています。新体制で始動し
た今、このことをあらためて全員で意識し、ベクトル
を合わせていきたいと思います。企業経営は、会社側
と社員側との両輪で成り立つことから、いくら会社側
が理念や戦略を打ち立ててもそれを実践する社員がい
なければ実現は不可能です。当グループは経営統合に
よる誕生からまだ日が浅く、またドン・キホーテとの

業務提携なども進めており、まさに異文化が入り混
じった状態であり、刺激を受けながら多様性を理解し
尊重し合うことが重要になってきます。
　経営を取り巻く情勢は刻々と変わりますので、それ
に見合った対応を瞬時に行う必要があります。私たち
もこの変化対応のスピードをさらに加速させていく
ためには、「Everyday IMPROVE 《MORE》」で取り
組まなければなりません。そして一人ひとりが勇気を
持って意思表示し、目的を持って正しく行動すること
が不可欠だと思います。そのため、我々経営陣は可能
な限り現場の社員と対話の機会を持つことが重要で、
開放的で柔軟性のある企業風土を培っていく必要があ
ると思っています。社員が多様性を理解し合い、自由
闊達に活き活きと行動し続ける、そして 2020 年から
その先の5年10 年先にまでも目を向けた方向性を、
会社として強く示すことができる経営を目指したいと
思います。
　決して簡単なことではありませんが、このようなこ
とを実践していくことで、ユニー・ファミリーマート
グループは、真に持続的に成長し、社会の持続的な発
展に貢献していくことができると考えています。
　これからの私たちの「IMPROVE」に、ご期待ください。

UFHD サステナビリティ報告書 2017 UFHD サステナビリティ報告書 20175 6

社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ



˔୆࿷

�
���ళฮ

˔೔本

��
���ళฮ

˔ΠンυωγΞ

��ళฮ　

˔ϑΟϦϐン

�� ళฮ　

˔ϕトφϜ

���ళฮ

˔ϚϨーγΞ

��ళฮ

˔λΠ

�
���ళฮ　

˔த国

�
���ళฮ　

�

ձ ࣾ ໊
ຊ　　ࣾ
ઃ　　ཱ※

ۚ ຊ ࢿ
୅දऔక໾ࣾ௕
һ਺ۀै
νΣʔϯશళച্ߴ 
 ಺֎ళฮ਺ࠃ

株式会社ファミリーマート

˟170�6017　東京都๛ౡ۠東஑ାࡾஸ目1൪1߸　

2001年7月2日

8,380ඦ万円

ᖒా 貴司

6,199名

3兆93億63ඦ万円

24,505店舗(国内外エリアフランチϟイズ含む)（2017年9月末時点）

※1984年1月26日設立のサークルέイ・ジϟパン株式会社(2001年7月1日商߸を株式会社シーアンドエスに変ߋし、
全持株会社となる)より、会社෼割ख続きによって事業会社を新たに設立した日׬　

ϑΝϛϦーϚート

国಺֎ళฮ਺

24,505店舗（国内外エリアフランチϟイズ含む）

2017年2月期

2017年9月末時点

ओཁۀࣄձࣾの֓ཁ

国಺ళฮ਺ 2017年8月21日時点

関東エリア 26店舗

北陸エリア 14店舗

中京エリア 138店舗

山静エリア 23店舗

ձ ࣾ ໊
ຊ　　ࣾ
ઃ　　ཱ※

ຊ ࢿ  ۚ
୅ ද ऀ
һ਺ۀै
Ӧۀ૯ऩೖ
಺ళฮ਺ࠃ

ユニー株式会社

˟492�8680　Ѫ஌県Ҵ୔市ఱ஑ޒ反ాொ1൪地

2012年2月16日

10,000ඦ万円

則உ ݹࠤ

4,867名

7,420億32ඦ万円

201店舗（2017年8月21日時点）

※純粋持株会社体制Ҡ行にあたり、४備会社としてユニーグループ・ホールディングス（株）を設立した日です。
　なお、2013年2月21日付けで（چ）ユニー（株）を事業会社と持株会社（存続会社）に会社෼割し、४備会社が事業会社をٵ収する
　とともに両社の商߸を入れସえました。

Ϣχー

�

総合スーパーマーέット　  総合スーパーマーέット ミニϞール型
シϣッピングセンター

都市型小型
スーパーマーέット

2017年2月期

● 国内エリアフランチャイザー
株式会社沖縄ファミリーマート
株式会社南九州ファミリーマート
JR九州リテール株式会社

● 海外エリアフランチャイザー
全家便利商店股份有限公司（台湾） 
Central FamilyMart Co.,Ltd.（タイ）
上海福満家便利有限公司（中国）
広州市福満家連鎖便利店有限公司（中国）
蘇州福満家便利店有限公司（中国）
杭州頂全便利店有限公司（中国）
成都福満家便利有限公司（中国） 
深圳市頂全便利店有限公司（中国）
無錫福満家便利店有限公司 （中国）
北京頂全便利店有限公司（中国）
東莞市頂全便利店有限公司（中国） 
FamilyMart Vietnam Joint Stock Company（ベトナム）
PT. Fajar Mitra Indah（インドネシア）
Philippine FamilyMart CVS, Inc.（フィリピン）
Maxincome Resources Sdn. Bhd.（マレーシア）
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くらし、たのしく、あたらしく

　ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτϗʔϧσΟϯάεのۀاཧ೦͸ɺళฮΛى఺に஍Ҭにࠜࠩ͢খചۀͱ͠てɺ
ʠ͓٬༷のຖ೔の฻Β͠Λɺ৽઱Ͱָ͠い΋のに͠てい͖ͨいʡͱい͏ࢥいΛɺʮ͘Β͠ɺͨ の͘͠ɺ͋ ͨΒ͘͠ʯ
のݴ༿Ͱදͨ͠ݱ΋のͰ͢ɻ
　ͦ͠てɺこのࢥいΛάϧʔϓҰؙͰ࣮͠ݱていͨ͘Ίにɺ͓٬༷のͪ࣋ؾにҰ൪ۙいଘࡏͰ͋Γଓ͚Δ
Λ੍ఆ͠てい·͢ɻൣنಈߦ਑ͱ͠てɺάϧʔϓࢦ

ཧ೦ۀا � άϧʔϓߦಈൣن � αεςφϏϦςΟجຊํ਑

　ユニー・ファミリーマートグループは、店舗を起点とした
事業を通じて、地域の方々のより良い生活のために貢献し、
また地域社会とともに発展していきたいと考えています。
サステナブル（持続可能）な社会の実現に当グループとして貢
献するためには、本業を通じて地域社会の持続可能な発展を
サポートし続けるとともに、自らも持続可能な企業グループ
として成長し続けなければなりません。
　社会・生活インフラを担う私たちの責任と役割は非常に重
く、地域コミュニティの一員として誠実であり信頼され続け

ることの大切さと、お客様の期待に応えることへの大きな
責任を担っています。企業理念の実現に向けて、毎日お客様
にご利用いただける店舗づくりを、CVS・GMS の業態を
超えて認識を統一し実践し続けるため、当ホールディングス
としての「サステナビリティ基本方針」を策定しました。
　基本方針の策定にあたっては、国際ガイドライン規格の
ISO26000 を参考としています。「組織統治」を当グループの
こととして捉え前文に組み入れ、ほかの６つの中核主題を踏
まえた構成にしています。

˙�αεςφϏϦςΟج本ํ਑ࡦఆのഎܠ΍͍ࢥ

ৗに৽͠いՁ஋Λ૑Γग़͠ɺຖ೔の฻Β͠ΛΑΓ৽઱Ͱָ͠い΋のにɻ

ҰਓͻͱΓのͪ࣋ؾにこͨ͑てい͘こͱͰɺ

ɻ͢·͠ࢦΛ目ࡏΒ΋ͬͱ΋਎ۙͰ৴པ͞ΕΔଘ͔·͸ɺ͓٬ͪͨ͞ࢲ

αεςφϏϦςΟجຊํ਑

ཧ೦ۀاϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓ͸ʮ͘Β͠ɺͨの͘͠ɺ͋ͨΒ͘͠ʯのͪͨࢲ　
の΋ͱɺৗにੈのதに৽͠いՁ஋Λఏ͠ڙଓ͚ɺ͓٬͞·͔Β৴པ͞ΕΔଘࡏΛ目͠ࢦ·͢ɻ
ͦの࣮ݱに͚޲てɺεςʔΫϗϧμʔのօ͞·ͱڠಇ͠て࣋ଓՄೳͳࣾձのܗ੒Λ目͠ࢦɺҎԼ
のجຊํ਑Λ͛ܝ·͢ɻ

1. 地域社会の発展につながる活動に関わり、地域の皆さまのより良い生活に貢献します。

2. 安全・安心・健康に配慮した商品・サービスを提供し、取引先との公正な事業慣行に則ったサプライ
チェーンを構築します。

3. 地球環境や自然、生物多様性への配慮と地球温暖化防止、循環型社会の形成に努めます。

4. 未来を担うこどもたちが、健全で明るく育つよう地域社会とともに次世代の育成支援に努めます。

5. 人種、国籍、宗教、性別などに関わらず、人とその権利を尊重し、事業に関わるすべての人たちが
活躍し、働き甲斐のある事業活動を推進します。

6. 国際規範および事業を展開する国や地域の法・規範を遵守し、誠実な事業活動を行います。

2017 年 9 月 1 日 制定

άϧʔϓߦಈൣن
常にお客様の視点から新しい価値を創造するとともに、品質管理をపఈすることで、
安全で安心な฻らしを守ります。

͓٬༷ʹର͢Δ࢟੎

企業活動の場において国内外のあらゆる法令を遵守することはもとより、高い倫理観
に基づいた良識ある行動を続けていきます。

ྙཧ・๏ྩの९क

公正なルールに則った取引関係と相互発展のਫ਼ਆ（Ｃ̤ʵＧ̧ ̤̬̞ ̣Ｇ）に立٭した
事業活動によって加盟店や取引先との信頼関係を築き、共に持続的な成長を実現します。

パートφーͱの૬ޓ発ల

適正な組織運営を行うとともに、積極的かつ公正な企業情報の開示を常に心がけ
健全な企業経営を行います。

݈શなܦۀاӦ

人種、国籍、宗教、性別によってࠩ別することなく、ひとりひとりの従業員の人格・人権・
多様性を尊重し、向上心と๛かな創造性を大切にする開放的な職場環境のҡ持、
発展に日々努めていきます。

৬৔ڥ؀の੔උ

事業活動上、஌り得たݸ人情報および機密情報はݫ格に管理し、ୈࡾ者の権利を遵守、
尊重します。

దਖ਼な৘報؅ཧ

地球環境に配慮したさまざまな活動に取り組み、持続可能な社会の実現に努めます。ڥ؀への഑ྀ

地域社会のよきパートナーとしての責任を自覚し、その発展と安全な生活環境づくり
に貢献していきます。

஍Ҭࣾձへのݙߩ

社会のடংや安全にڴҖを与える反社会的勢力およびஂ体との一切の関係をः断します。൓ࣾձత੎ྗͱのःஅ

ཧ೦ۀا
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　ユニー・ファミリーマートグループは、CVSとGMSを合わ
せて海外店舗を含めた約25,000店の店舗を展開しています。
毎日2,100 万人以上のお客様にご利用いただき、それに応える
店舗スタッフは 22 万人を超えています。地域社会に密着し、
社会・生活インフラを支える企業グループとして、すべて
のステークホルダーの皆様とともに歩んでいきたいと願っ
ています。
　急速に変化する時代の中、商品・サービスの提供を通じて
それぞれの地域でお客様の期待に応え、地域の社会課題の解
決に貢献することが、使命であり責任であると私たちは考え
ています。
　当グループには、大切なステークホルダーの皆様から日々
さまざまなご意見やご要望、評価が寄せられており、多様な
声を重要課題の特定プロセスに組み入れています。
※ステークホルダーの皆様とのエンゲージメントについては、P.15ー16
　をご参照ください。

˙�Ϣχー・ϑΝϛϦーϚートグルーϓのεςークϗルμー

　ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτϗʔϧσΟϯάεͰ͸ɺ͞·͟·ͳεςʔΫϗϧμʔのօ༷に͑ࢧΒΕていΔ
こͱΛ֮ࣗ͠ɺօ༷΍ࣾձ͔Βのظ଴にԠ͑ͳ͕Βۀاͱ͠ての੒௕Λଓ͚ΔͨΊɺάϧʔϓͱ͠てのॏཁ
՝୊Λಛఆ͠てい·͢ɻ

εςʔΫϗϧμʔͱॏཁ՝୊のಛఆ

Ϣχー・ϑΝϛϦーϚートグルーϓの
εςークϗルμー

͓٬༷
ళฮελοϑ Ճໍళ

͓औҾઌגओɾ౤ࢿՈ

஍Ҭࣾձ/(0�/10

஍ֶڥ؀ٿ ੜ

ࣾ һকདྷੈ୅

　ユニー・ファミリーマートグループでは、経営統合を機に、
中核グループ会社であるファミリーマートとユニーそれぞ
れの重要課題を再確認し、当グループとしての「最重要課題」

を特定しました。特定にあたっては、以下のプロセスを踏ま
え、総合的に判断しています。

˙�ॏ要՝୊ಛఆのϓロηε

地域社会からの要望やお客様をはじめとするステークホルダーからいただいたご意見、
国内外市場における業界動向、当グループがこれまでに賛同を表明した国際規範、ESG評価
機関からの評価結果などを෼ੳし、社会から期待されている事項として整理しました。

ステップ̍で確認した社会からの期待と、当グループの企業理念、行動規範、およびサス
テナビリティ基本方針、そして目指すべき࢟を実現するための経営戦略や中期経営計画を
踏まえ、ファミリーマートとユニーの重要課題を再確認しました。

ステップ̎ で再確認した重要課題を、社会からの期待を踏まえた「ESG（環境・社会・ガバナ
ンス）の側面における重要度」ʦॎ軸ʧ と「 ユニー・ファミリーマートグループにおける重要度」

ʦԣ軸ʧで評価し、当グループが優先的に取り組むべき最重要課題として特定しました。

ࣾձ͔Βのظ଴の੔ཧ

εςοϓ �

ॏ要՝୊の֬࠶ೝ

εςοϓ �

ॏ要՝୊のಛఆ࠷

εςοϓ �

˔ ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓの࠷ॏཁ՝୊

/P� ॏཁ՝୊ʢ4%(T࠷ の目ඪ 
 ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓのॏཁ՝୊ রϖʔδࢀ

P.20ʵ22

P.23ʵ24

P.25ʵ28

P.29ʵ30

P.32ʵ34

P.35ʵ36

P.37ʵ38

P.39ʵ40

P.42ʵ44

P.42

P.45

P.47ʵ49

P.47

P.51ʵ52

P.51ʵ52

環境への配慮

社会・生活インフラとして、
活力ある地域社会の発展への貢献

安全・安心な商品をおಧけする
サプライチェーンマネジメントの強化

高度化・多様化する消費者ニーズへの対応

ダイバーシティの推進

循環型社会の構築

低炭素社会への貢献

自然共生社会の実現に向けて

ESD（持続可能な開発のための教育）の推進

地域社会の発展・活性化

災害対策・ඃ災地支援

次世代の健全な育成

/GO�/POとの協働と地域社会との共生

安全・安心な商品ʗサービスの提供

エシカル消費のී及・ܒ発

公正・透明な事業活動の推進

高付加価値商品の提供

健康や福ࢱを向上させる商品ʗサービスの開発

多様な人ࡒの受容と活躍の推進

ワーク・ライフ・バランスの充実と働きがいのある職場づくり

�

�

�

�

�

˔ ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓに͓͚Δॏཁ՝୊のධՁ

̚
̨
̜
の
ଆ
໘
に
͓
け
る
重
要
౓

ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓに͓͚Δॏཁ౓

ඇৗʹ
͍ߴ

͍ߴ ඇৗʹ
͍ߴ

˔ ਓݖのଚॏ
˔ ଟ༷ͳਓࡒのड༰ͱ׆༂のਪਐ
˔ ϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯεのॆ࣮ͱ
　ಇ͖͕いの͋Δ৬৔ͮ͘Γ
˔ ࣗવڞੜࣾձの࣮ݱに͚޲て

˔ ΤγΧϧফඅのීٴɾൃܒ
˔ ྑ࣭ͳਫݯࢿの֬อ
Δ঎඼ʗαʔϏεの։ൃ্ͤ͞޲Λࢱ΍෱߁݈ ˔
˔ &4%ʢ࣋ଓՄೳͳ։ൃのͨΊのڭҭʣのਪਐ

˔ ॥ࣾܕ؀ձのߏங
˔ ௿୸ૉࣾձ΁のݙߩ
˔ ҆શɾ̓ ৺ͳ঎඼ʗαʔϏεのఏڙ
˔ ެਖ਼ɾಁ ໌ͳ׆ۀࣄಈのਪਐ

˔ ஍Ҭࣾձのൃలɾੑ׆Խ
ڙ෇ՃՁ஋঎඼のఏߴ ˔
ԉࢧ஍ࡂɾඃࡦର֐ࡂ ˔
˔ 次ੈ୅の݈શͳҭ੒
˔ /(0�/10ͱのڠಇͱ஍Ҭࣾձͱのڞੜ

ಈΛ௨ͨ͡ɺ׆ۀࣄ ˔
　ࣾ ձͱのڞ༗Ձ஋の૑଄

˔ దਖ਼ͳݸਓ৘報の؅ཧ ˔ ग़ళ஍Ҭにదͨ͠ళฮػೳのॆ࣮
˔ ͓٬༷の੠のਝ଎͔つద֬ͳରԠ
˔ ਓࡒ։ ɾൃҭ੒

˔ ब࿑ɾػ༺ޏձの૑ग़
˔ ੹೚͋ΔϚʔέςΟϯά

UFHD サステナビリティ報告書 2017 UFHD サステナビリティ報告書 201711 12

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
重
要
課
題
の
特
定



　ϑΝϛϦʔϚʔτͱϢχʔάϧʔϓɾϗʔϧσΟϯάεの౷߹Λܦてɺ���� ೥ � ݄ɺϢχʔɾϑΝϛϦʔ
ϚʔτϗʔϧσΟϯάεͱ͠て৽͠いελʔτΛ੾Γ·ͨ͠ɻͦΕͧΕ͕࣋つۀࣄಛੑΛ͔͠׆ɺ྆ࣾの
γφδʔޮՌΛ૑ग़͠ͳ͕Βɺ࣋ଓՄೳͳ੒௕Λ目͠ࢦてい͖·͢ɻ

て͚޲ଓՄೳͳ੒௕に࣋

ύϑΥʔϚϯεϋΠϥΠτ

຿৘報（2017ࡒ 年 2 月期） ඇࡒ຿৘報（2016年度）

ओͳۀ੷ ڥ　؀

ࣾ　ձ

Ψόφϯε

தܦظӦܭըάϧʔϓऔΓ૊Έ಺༰

རӹୡ੒Πϝʔδʢ*'34ɿࡒࡍࠃ຿報告ج४ʣ

� ೔౰ͨΓのདྷళ٬਺ CVS+GMS CVS+GMSશళฮελοϑ਺

໿2,100ສਓ ໿22ສਓ

食品リサイクルループ認定事業ɿ
（再生利用事業計画） 3件

47.0％

27.5kH

30.0％

CVS GMS

13件

74.9％

30.4kH

86.1％

17件CVS 86件GMS

～統合の完遂に向けて～
�� ੒௕にܦ͚ͨ޲Ӧݯࢿ഑෼

ೳ΁の௅ઓػن৽͔ͨ͠׆ΈΛڧ ��

�� γφδʔの࠷େԽ

຿ઓུࡒΔ͑ࢧଓ੒௕Λ࣋ ��

● ళฮの࣭ߴԽ ● ༏ྑྖۀࣄҬ΁の͞ΒͳΔγϑτ
● ༏ҐੑのߴいΤϦΞΛ͞ΒにڧԽ ● άϧʔϓਓࡒのదਖ਼഑ஔ

৽ػن能ྖҬ���ۚ༥ɺ&$�・�ΦϜχνϟωルɺγχΞ・�୐഑
ೳのਐԽػ٬઀఺ސ఺ͱ͠てのڌ൫੔උɾεϚʔτσόΠεରԠ ● ϦΞϧج٬ސ ●
ϥετϫϯϚΠϧのղܾ ● ܞͱの࿈ऀۀࣄ 5* ͚ͨ޲に্޲٬རศੑސ ●

● $74 ౷߹ޮՌの࠷େԽ　　● ελοϑ෦໳のҰݩԽ　　● $74 ܞଶؒ࿈ۀ4.) �

● ੒௕෼໺΁のઓུ౤ࢿΛ࣮͢ݱΔଟ༷ͳۚࢿௐୡखஈのਪਐ
● ࿈݁഑౰ੑ޲ ��� Λ目ॲͱͨ͠औΓ૊Έ

2018年2月期
（計画）

2019年2月期
（イメージ）

2020年2月期
（イメージ）

2021年2月期
（イメージ）

ROE 10�以上
���

���

������

���

���˞
ROE 4.5�

（単Ґɿ億円）
 CVS純利益

※2018年1月11日付「業੷༧૝のम正に関するお஌らせ」にて、純利益を330億円に上方म正しております。

 GMS純利益

食品ഇغ物の発生཈制量ɿ
（売上高ඦ万円当たり）

レジାࣙୀ率ɿ

内部通報件数ɿ

募金総 （ֹ店頭募金、義援金、企業寄付等）ɿ

約 512ඦ万円

োがい者ޏ用率ɿ2.21％（2017年10月時点）

ありがとうのखࢴコンテスト応募総数ɿ

のべ 288,126通（2009年～）

CVS
募金総 （ֹ店頭募金、義援金、従業員募金等）ɿ

約149ඦ万円

োがい者ޏ用率ɿ2.52％（2017年10月時点）

消費者ܒ発の環境イベント参加数ɿ

約55,000人

GMS

食品リサイクル率ɿ
（再生利用等実施率）

3,009,363ඦ万円

42,758ඦ万円

チェーン全店売上高

営業利益（日本基४）

コンビニエンスストア事業（CVS）

742,032ඦ万円

13,866ඦ万円

営業総収入

営業利益（日本基४）

総合小売事業（GMS）
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　ユニー・ファミリーマートグループは、企業理念である
「くらし、たのしく、あたらしく」の実現を通じて、持続
可能な社会の構築に貢献することを目指しており、ステー
クホルダーの皆様との建設的な対話や協働について、積
極的かつ継続的に行っていくことが必要不可欠であると考
えています。この考え方に基づき、当グループが事業活動

を通して社会に対して果たすべき責任や役割について、ス
テークホルダーの皆様のニーズや期待を直接的にいただく
機会を設けています。いただいた貴重なご意見やご要望を
踏まえ、当グループの重要課題の見直しや事業活動の改善
に活かし、商品開発・サービスの高品質化、またブランド
マネジメントの向上などにつなげています。

εςʔΫϗϧμʔΤϯήʔδϝϯτ

　ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτϗʔϧσΟϯάεの׆ۀࣄಈ͸ɺ͞·͟·ͳεςʔΫϗϧμʔのօ༷ͱ͔͔ΘΔ
こͱͰ੒Γཱͬてい·͢ɻ৴པ͞ΕΔۀاͰ͋Γଓ͚ΔͨΊɺօ༷の੠にࣖΛ͚܏ɺର࿩ΛॏͶͳ͕Βɺظ଴
に͓Ԡ͑͠てい͖·͢ɻ

　こうしたエンゲージメントの推進は、ステークホルダー
の皆様との良好な関係性の構築にも役立っており、社会か
ら一層信頼される企業グループへの進化を支える、基盤的
な活動となっています。
　2016 年度から 2017 年度に掛けても、非常に多くのエ
ンゲージメントの機会を設けることができ、たくさんのご

意見やご要望をいただきました。以下に、当グループの主
なステークホルダーエンゲージメントの実施状況について
記載しています。

ళฮελοϑ

Ճໍళ

͓औҾઌ

஍Ҭࣾձ /(0�/10

ࣾ һ

কདྷੈ୅

ֶ ੜ

Ո͓٬༷ࢿओɾ౤ג

ํ๏ � ಺༰ ࣮੷ɾධՁ ରԠ � ըܭ ํ๏ � ಺༰ ࣮੷ɾධՁ ରԠ � ըܭ
HDɿユニー・ファミリーマートホールディングス　　FMɿファミリーマート　　Uɿユニー

˔ 店舗、ネットスーパーでの販売
˔ ご意見・ご要望の受付、対応
˔ 店舗でのお客様参加イベントの

開催

˔ 社長による店舗८回、直接対話
˔ 社員意識調査の実施

˔ 次世代育成支援や防犯・防災、
環境ඒ化活動を通じた地域との
対話

˔ 自治体との協働
˔ 次世代育成を通じた、小学ߍと

の直接対話

˔ スーパーバイβーによる定期的な
店舗๚໰

˔ ੓策発表会ʗ商品セミナーの開催
˔ 加盟店相談室の運営

˔ 店舗スタッフ表জ制度
˔ 店舗スタッフ向け出ுߨश会

˔ 売上・来店客数への反ө
˔ 商品・サービスの評価向上
˔ お客様相談室へのご意見数ɿ
　68,498 件（ Ｍ̛）、4,111件（̪）

˔ 経営トップとの対話・意見交換
機会の創出。期待通り・期待以
上の感૝ 93.3％（̛Ｍ）

˔ やりがいと新઱さがあ;れる社
風をৢ成

˔ 地域の子どもたちの環境意識の強化
˔ 地域の防犯・防災体制への貢献
˔ 環境ඒ化活動のྦྷ計参加人数ɿ

のべ113 万7千人（̛ Ｍ）
˔ 全店一੪クリーンキϟンペーン

実施数ɿ201 店舗（̪）

˔ 円׈な店舗運営の支援（̛ Ｍ）
˔ ブランド転換店舗数のྦྷ計3千店

ಥ （ഁFM・2017 年11月時点）

˔ ストアスタッフ表জ者数ɿ
  32,845 名、170 名に最上Ґの

エクセレントスタッフ৆をत与
（̛Ｍ）

˔ 出ுߨश会実施回数ɿ2,714 回
　参加人数 �5,345 名
　（FM・2017 年 4 月～10 月末）

˔ 商品・サービスの改良
˔ 品ଗえ・接客・クリンネスなど

の店舗運営の高質化
˔ 店舗設備を活用したコミュニ

έーシϣン機会の向上

˔ ワーク・ライフ・バランスのサ
ポートの向上

˔キϟリアアップ支援制度、教育・
म体制の拡充ݚ

˔ 店舗を通じた次世代育成、地域
コミュニティ活動の提案、実践

˔ 包ׅ協定・災害協定・見守り
協定に基づいた地域貢献活動の
拡大

˔ 店舗運営のൈ本的な見直し
˔ 店舗サポートの拡充

˔ 表জ制度の拡充
˔ 出ுߨश会の内容充実

˔ 株主総会
˔ 決ࢉઆ明会（海外含む）
˔ 投資家との意見交換会
˔ ホームページ、各種レポート発

行での情報開示

˔ 職場体ݧなど学श機会の提供
˔ 高ߍ生ʗ大学生向けコンテスト

への協力・協賛

˔ お客様相談室を通じた対話
˔ 店頭募金、従業員募金の寄付
˔ イベント、活動の協働開催
˔ ஂ体運営への人的支援

˔ 小学生コンテストの主催
˔ 職場体ݧなど学श機会の提供
˔ 募金寄付を通じた /GO�/PO

開催の体ݧ学शプログラムの支援

˔ 企業間での情報連携
˔ 情報提供窓口の設置
˔ お取引先アンέートの実施

˔ 株主数ɿ13,254 名
　（HD・2017年2月末時点）
˔ 決ࢉઆ明会来場者数ɿ約200名
˔ 投資家とのݸ別ミーティングɿ
  約300 回

˔ 2016年度インターンシップ参加者
348 名（ Ｍ̛）

˔ ご当地ʂઈ品うまいもん甲子Ԃ 
参加 124 ߍ 398 チーム（̛Ｍ）

˔ リサイクル資材の商品化にデβイ
ナーとして8338ߍ名が参加（̪）

˔ 動物のҠ動販売中止に対し、事
業者としての責任を果たされて
いると /PO から評価（̪）

˔ 2016 年度店頭募金（義援金除く）ɿ
約259ඦ万円（̛ Ｍ）、

　約13ඦ万円（̪）

˔ ありがとうのखࢴコンテスト
  応募ྦྷ計ɿのべ約29 万通（FM）
˔ ৿の教室参加Ԃྦྷࣇ計ɿ
　約1.5万人（FM）

˔ 約900 社へのґ頼に対し、
　377 社から回౴（U）
　内、自由回౴ɿ要望 16 件、ۤ 情

13件、お๙め17件

˔ 株主価値の増大
˔ 正確性・ਝ速性・公平性をࢫと

する、シンプルで誠実な情報開示
˔ 健全で透明度の高い経営システム

の構築

˔ 提供プログラムの拡充
˔ プログラムへの店舗、従業員の

参加率向上

˔ 店頭募金、企業寄付の効果的な
活用

˔ 従業員やお客様への社会課題の
解決に向けた意識のܒ発

˔ プログラムへの店舗、従業員の
参加率向上

˔ 調達方針、およびお取引先向け
行動規範の策定による、ガバナ
ンス強化
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　ユニー・ファミリーマートグループは、ユニー・ファミリー
マートホールディングスを持株会社とする純粋持株会社制の
もと、42 の子会社、関連会社および共同支配企業 28 社の計
70 社が、それぞれ CVS 事業、GMS 事業、およびその周辺
事業等を展開しています（2017年2月末時点）。透明度の高
い経営システムの構築および監査役による経営監視を主軸と
した企業統治体制の構築を目指し、監査役（監査役会）設置
会社制度を採用しています。取締役は独立性の高い社外取締
役 2 名を含めた 11 名を選任し、取締役会による経営監督の
実効性と意思決定の透明性強化・向上を図っています。また、

社外監査役を 4 名選任し、監査役による監視・監督機能の充
実と意思決定の透明化を確保しています。
　経営統合により 2016 年 9 月から始動した体制の実効性を
高めるために、原則毎月 1 回開催される取締役会に対して、
取締役および監査役による評価も行っています。2016 年度
においては、取締役会が概ね適切に機能しており、実効性の
確保が確認できた一方、経営陣幹部の選解任について社外取
締役の関与を深める必要性や取締役会に提供される資料の改
善要望等の指摘もありました。当社の取締役会では、こうした
評価も参考にして、実効性の向上に努めています。

˙�コーϙϨート・Ψバφンε

　ϢχʔɾϑΝϛʔϦʔϚʔτάϧʔϓ͸࣋ଓՄೳͳࣾձのܗ੒に͚޲てɺ௚໘͢Δࣾձ՝୊にάϧʔϓશମ
Ͱ͖޲߹いɺ౷੍のऔΕͨ׆ಈͱద੾ͳ৘報։ࣔΛ௨͡ܦӦのಁ໌ੑΛߴΊてい͘こͱ͕ॏཁͱ͑ߟてい·͢ɻ

൫جΔ͑ࢧଓՄೳͳ੒௕Λ࣋

　ユニー・ファミリーマートホールディングスでは、経営の
基盤となるコーポレート・ガバナンスの確保を目的とした専
門部署を設置、またリスク管理体制の整備と倫理・法令遵守
体制の強化を目的とした「リスクマネジメント・コンプライ
アンス委員会」を設置しています。そして、社会面・環境面
での取り組みに関する報告や課題の審議等を行うため、「社
会・環境委員会」を設置し、両委員会ではともに取締役が委
員長を務めています。
　CVS 事業の中核であるファミリーマートでは「リスクマネ
ジメント・コンプライアンス委員会」「社会・環境委員会」、
GMS の中核であるユニーでは「リスクマネジメント委員会」

「ISO 推進環境委員会」を設置しており、それぞれの事業が
抱えるリスクの管理やコンプライアンス上の課題、社会面な
らびに環境面での課題について、事業に与える機会とリスク
の観点から審議、対応を進めています。また、社会・生活イ
ンフラとして機能を果たす小売業として、お客様、地域社会
に社会的使命を果たすため、平常時のみならず大規模災害な
どの発生に備えて、危機管理規程はもとより事業継続計画等
を整備し、緊急時に速やかに情報収集を行い、機動力ある対

応ができるようにしています。各グループ会社には、グルー
プの事業活動に影響を及ぼすおそれのある経営上の重要事項
等、当社へ報告を要する事項を定め、事前承認と報告を義務
付けており、適宜対応しています。
　このようなプロセスに対して、代表取締役社長直轄の監査
室が内部監査を実施しています。また各グループ会社の監査
役と情報共有を密に行い、グループ全体としてのガバナンス
強化や、リスクコンプライアンス、社会面および環境面での
課題解決に向けた取り組みが適切に実施されているか定期的
に確認を行っています。
　さらには、当グループでは、「グループ行動規範」や「コ
ンプライアンス規程」等を制定し、すべての取締役、執行役
員および従業員に、これらの規程等を遵守することを求めて
います。万が一これらの規定等に反する行為があれば、その
状況について社内外の専門家に相談・通報ができる「内部情
報提供制度」を設置しており、「しない・させない・見過ご
さない」をスローガンに運用を行っています。このように社
内外に窓口を設置することで、自らのコンプライアンス違反
の行為を是正するとともに未然防止を目指しています。

˙�$S3 ਪਐମ੍

˔ ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓのίʔϙϨʔτɾΨόφϯεମ੍ਤ

ίʔϙϨʔτΨόφϯε報告書 http://www.fu-hd.com/ir/management/governance/

˔ ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓの $43 ਪਐମ੍ਤ

˔ ίϯϓϥΠΞϯεのঢ়گ

ෆਖ਼ɾҧ๏ɾϧʔϧҧ൓のٙい
࿑ಇܖ໿ɺबۀɾ࿑ಇؒ࣌౳にؔ͢Δ૬ஊ
঎඼ɾ඼࣭にؔ͢Δ૬ஊ
৬৔ڥ؀ɺߦಈɾݴಈにؔ͢Δ૬ஊ

�� ݅
� ݅
̌݅

̑̏ ݅

ϋϥεϝϯτ
ͦのଞ
਺݅ܭ߹

����ɿؒظܭू ೥ � ݄ʙ ���� ೥ � ݄

� ݅
�� ݅
�� ݅

（内部情報提供制度を利用して寄せられた案件数、カテゴリー別）

؂ࠪ

グループ会社
ファミリーマート ユニー

બ೚ɾղ೚ɾ؂ಜ

؅ཧɾࢦಋ ঝೝɾ報告

株主総会

औక໾ձ
औక໾

ࣾ֎औక໾
ձ؂ࠪܭਓ

؂ࠪ໾ձ
؂ࠪ໾

ࣾ֎؂ࠪ໾

୅දऔక໾ࣾ௕

֤෦໳

୅දऔక໾෭ࣾ௕
Ӧձٞܦ
؂ࠪࣨ

୅දऔక໾෭ࣾ௕

౤༥ࢿҕһձ

ϦεΫϚωδϝϯτɾ
ίϯϓϥΠΞϯεҕһձ
ࣾձɾڥ؀ҕһձ

؂ࠪ

報告

࿈ܞ

࿈ܞ

ձ؂ࠪܭ

બ೚ɾղ೚ બ೚ɾղ೚ બ೚ɾղ೚

ಋࢦҭڭಈ׆ಇڠ 報告૬ஊ

ユニー・ファミリーマートホールディングス

グループ会社
ファミリーマート

άϧʔϓํ਑ɾܭըΛঝೝ

άϧʔϓํ਑ɾܭըのڞ༗

報告ɾఏҊ

ಈਐ௙ɾ݁Ռɺ՝୊౳の報告׆

औక໾ձ
Ӧձٞܦ

ࣾձɾڥ؀ҕһձ

ࣾձɾڥ؀ҕһձ

ళฮɾ֤෦໳
ಋࢦҭڭ 報告૬ஊ

ユニー
* 40ਪਐڥ؀ҕһձ

ళฮɾ֤෦໳
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への഑ྀڥ؀
ॏ要՝୊�

　ҥɾ৯ɾॅに͔͔ΘΔ঎඼Λ͘޿ѻ͏খചۀͱ͠てɺʮ৯඼ϦαΠΫϧϧʔϓʯΛ͸͡Ίɺഇغ෺ݮ࡟の
औΓ૊ΈΛ௨͡て॥ࣾܕ؀ձのߏஙに׆͚ͨ޲ಈΛ͏ߦ΄͔ɺ׆ۀࣄಈͰൃੜ͢Δ $0� のଟ͘Λഉग़͢Δ
ళฮΛத৺にɺ௿୸ૉԽに΋औΓ૊Έ·͢ɻͦ͠てফඅऀ΍ੜऀ࢈ɺ஍ҬにدΓఴいͳ͕ΒɺΤίϥΠϑ
ελΠϧΛఏҊ͠ɺڥ؀໰୊のղܾにऔΓ૊Έ·͢ɻ

॥ࣾܕ؀ձのߏங

˙�৯඼ロεݮ࡟へのऔΓ૊Έ

˞ʮΤίɾϑΝʔετ੍౓ʯͱ͸ʜ

　まだ食べられるのに、ೲ品や販売の過程、あるいは৆味期限切れなどの理由でࣺてられてしまう食品ロス。ユニーでは、こうし
た食品ロスを削減するために「3 ෼の 1 ルール」を見直し、販売期間をԆ長する取り組みを進めています。「3 ෼の 1 ルール」と
は、食品の製造日から店舗へのೲ品
期限・販売期限・৆味期限までの期
間を 3 等෼する食品業界の商श慣で
すが、販売期限を小売業者が設定す
ることで、ೲ品期限切れや販売期限
切れでのฦ品やഇغを減らすことが
できるため、業界全体での食品ロス
削減に向けた取り組みとして注目さ
れています。

　持続可能な社会構築の取り組みを行う環境先進企業として、
ユニーは環境大ਉと 2008 年に「エコ・ファーストの約ଋ」
を交わし、消費者や生産者、地域行੓と一緒に環境໰題の解決
に取り組んでいます。2018 年度までの約ଋとして、食品リ

サイクルループの全店舗への拡大と再生利用等実施率 80�
の達成、容器包装ഇغ物の発生཈制ではレジାのࣙୀ率 85�
達成等に取り組むとともに、進௙状況の公表と環境লへの報告
を定期的に行っています。

　企業が環境大ਉに対し、地球温暖化対策、ഇغ物・リサイクル対策など、自らの環境
保全に関する取り組みを約ଋし、環境大ਉが「先進的、独自的でかつ業界をリードする
事業活動」を行っている環境先進企業であることを認定する制度です。2017 年 10 月
時点では、40 社が認定されています。

　ファミリーマートでは、店舗でのഇغロスを削減するため、
発注システムのਫ਼度向上に取り組んでいます。店舗ごとに在ݿ
数や売れ行き・ఱ候・イベント等を考慮し、適正な発注数と
品ଗえをҡ持管理することで、特に消費期限が୹いห当や
おむすび、サンドイッチなどのഇغ཈制につなげています。
　2016 年ळにಋ入を開始したΦリジナル૜ࡊ「ファミデリカ」

（現ɿお฼さん食ಊ）では、食品をྼ化させるࢎ素の代わりに、
ೋࢎ化炭素と஠素を注入して、ࢎ化཈制効果を高める「ガス
置換包装」を採用しました。食品包材の高機能化によって、
お૜ࡊの઱度とおいしさをଛねず消費期限を 3 日間Ԇ長する
ことが可能となり、食品ロスの削減にもつなげています。こう

した新ٕज़のಋ入はもとより、販売方法・包材の見直しを進め
ながら、これからもさまざまなアプローチからഇغロスの削減
に取り組んでいきます。

ファミリーマートの発注業務

エコ・ファースト・マーク

໿���ళ 参加ऀ�ສਓҎ্�
���U ���ճ
Ϣχー・ϑΝϛϦーϚート)D
৯඼ϦαΠクルルーϓ

参加ళฮ਺

ϑΝϛϦーϚート
த৯のڥ؀แࡐ
$0� ݮ࡟

Ϣχー
ҭڭڥͲ΋؀ࢠ

Ϣχー

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート

（2016 年度） （2016 年度）

˙�Τコ・ϑΝーεトの໿ଋ

卸売 小売 値引き、廃棄

販売期限については、
各小売において設定

※製・配・販連携協議会平成26年度推計

現 行

納品期限
緩和後

メーカー

製造日 納品期限 販売期限 賞味期限

2ヶ月 2ヶ月 2ヶ月

ロス発生

ロス削減

ロス発生

3ヶ月

˔ ৆ຯݶظ � ϲ݄のྫ

ガス置換包装商品（お฼さん食ಊ）

UFHD サステナビリティ報告書 2017 UFHD サステナビリティ報告書 2017 2019

重
要
課
題
�
⽅
؀
ڥ
΁
の
഑
ྀ



॥ࣾܕ؀ձのߏங
˙�৯඼ϦαΠクルルーϓのߏங ˙�৯඼ϦαΠクルのਪਐ

買う・食べる

消費者

関係者が一ಊに会し、意見交換を実施

エコ໺ࡊマーク

ト̝ϨーαϏϦςΟのཱ֬
（生産者のإの見える೶ச産物）
೶業生産者の生産ٕज़と適正な再生製品

（ଯං・ࣂ料）によって、安全・安心な೶ச産
物を提供してもらう

ϦαΠクル
೶ச࢈෺Λ
ফඅऀʹఏ͢ڙΔ

農業
生産者

˔৯඼͔͞࢒Βҟ෺Λ෼ผ͠ɺ͢ྔܭΔ
　・෼別マニュアルの࡞成と従業員教育のపఈ
˔඼࣭֬อのͨΊʹɺదਖ਼ʹอ؅͢Δ
　・ྫྷ ଂ保管施設と専用容器の整備
˔ϦαΠクルͯͨͬ͠࡞೶ச࢈෺Λൢച

食品関連
事業者

৯඼॥؀
Λݯࢿ
ഉग़͢Δళฮ

エコ໺ࡊ売場では、生産者
のإを付けて販売

˔඼࣭の࠶͍ߴੜ੡඼（ଯං・ࣂྉ）Λ੡଄͢Δ
˔೶ۀੜऀ࢈のχーζʹ͋ͬͨ࠶ੜ੡඼Λ੡଄
͢Δ

再生利用
事業者

੨果売場の
エコ໺ࡊ
コーナー

　ҿ食店・小売店での食べ࢒しや売れ࢒り、自୐での食べ࢒
しなど、本来食べられるにもかかわらずࣺてられている食品
ロスは 2014 年度推計で年間約 621 万トンにのぼります。
　そうした中、食品にかかわる企業は、ٕज़ֵ新による
消費期限・৆味期限のԆ長や商श慣見直しによるೲ品期限
の見直し、ഇغされる食品の再資源化等、積極的な取り
組みを行っています。
　とりわけユニーさんは、2007 年に食品リサイクル法に
基づく「再生利用事業計画」のୈ一߸認定を受けて以来、
店舗を展開する各府県でリサイクルループを構築するなど、
食品ഇغ物削減・再資源化に積極的に取り組まれています。
リサイクルループの件数の多さはもとより、リサイクル
ख法の多様さや質の高さの点でも、全国トップクラスの
活動です。
　ファミリーマートさんにおいても、プライベートブランド

૜ࡊのʰお฼さん食ಊʱで、密෧容器とࢎ素低減ٕज़の
組み合わせにより઱度保持・消費期限のԆ長を実現して
います。೶ྛਫ産লでは、こうした企業努力を消費者に
஌っていただくことが重要と考え、昨年࡞成した「食品
ロスの削減に資する容器包装の高機能化事ྫ集」の中で
もこの取り組みを঺հしています。
　今後は、相互の資産を活かしグループ全体で、日本に
おける食品ロス削減への取り組みをݗ引する役割を担う
ことを期待しています。

༗ࣝऀの੠

೶ྛਫ࢈ল　৯ྉہۀ࢈　
όΠΦϚε॥ݯࢿ؀՝　
৯඼ڥ؀ۀ࢈ରࣨࡦ

Տ߹ ྄ࢠ ࣨ௕

グルーϓશମͰ೔本ʹ͓͚Δ৯඼ロεݮ࡟のݗҾΛظ଴

ҵ৓ݝ・ಢ໦ݝ
˔ Ή͔͠のଯංɺ
　ϨΠϯϘʔɾϑϡʔνϟʔ

௕໺ݝ
˔ いいͩ༗ػɺ+"ΈͳΈ৴भ

৽ׁݝ
˔ ෆೋۀ࢈ɺ+"৽ׁΈΒい

ݝಸྑ・ݝլ࣎・౎෎ژ
˔ ཛܲ ݯࢿ࣭ػ౎༗ژ

෱Ҫݝ
˔ ෱Ҫۀࣄڥ؀ʢ৽نʣ

ݝॏࡾ
˔ ɺ߬ޭࡾ ૉのཬ

ݝഅ܈・ݝۄ࡛
˔ΞΠϧɾΫϦʔϯςοΫɺ֯ ԰঎ళ

ઍ༿ݝ
˔ϒϥΠτϐοΫɺ
　ϓϦϚϋϜɺ࡚ࢁ੡ύϯ

ਆಸ઒ݝ
˔ ෢দ঎ࣄɺΞϦλϗοΫαΠΤϯε 

ੴ઒ݝ
˔τεϚΫɾΞΠɺ+"দ೚

ݝෞذ
˔ ຊɺܲڮ ཛ

Ѫ஌ݝ
˔ώϥςۀ࢈ɾ+"͋いͪࡁܦ࿈
˔ %�*�%ɾ+"͋いͪࡁܦ࿈
˔ த෦༗ػϦαΠΫϧ 1#ϒϥϯυಲ

武松商事、
アリタホックサイエンス
［神奈川県］

࿀する
ಲ

店 舗

商 品ԣ඿市内店舗

店舗から出る食品࢒さ

登録再生利用事業者

ৠ気間接加೤方式
でࣂ料を製造

෢দ商事

生 産

生産者
在ా 正則さん

武松商事、アリタホックサイエンスと
進める食品リサイクルループ

Ҵ୔ߐ・ࢢೆࢢ・
๛ࢁொ・େޱொ・
ࢢখ຀・ࢢ૔ؠ
のళฮͰഉग़͠
ͨ৯඼͞࢒΋࠶
ੜར༻ɻ

名ݹ屋市内、ඌு地۠の
限定店舗で販売

生産物

トラックで運ൖ 食品࢒さを計量 ଯංをख़成
混合機へ投入

一宮市の生ごみ堆肥化処理場（D.I.D）
ళฮ͔Β発ੜͨ͠৯඼͞࢒Λਗ਼ܿなઐ༻༰ث
ʹೖΕͯઐ༻のトϥοクͰӡൖ͠·͢ɻ

D.I.Dバイオマスリサイクルシステム

˔ϑΝϛϦーϚートΛ؀のதʹ૊ΈೖΕɺ͞ Βʹ৯඼͞࢒のൖೖ஍ҬΛ֦େ͠·ͨ͠

生 産

ଯංを使って
培࠿ 集ՙ場

一宮市の店舗

D.I.Dバイオマスリサイクルシステム・JAグループ［愛知県］

店舗から出る食品࢒さを෼別ྫྷଂ保存

ଯං৔Ͱे෼発߬
ख़ͤ͞·͢ɻ׬ͤ͞

஍ݩの+"Ͱੜ͢࢈Δの
Ͱɺऩ֭͞Εͨ໺ࡊ͸ཌ
ேʹ͸ళ಄ʹฒͼ·͢ɻ஍
஍ফΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ࢈

橋本、鶏卵
［岐阜県］ 登録再生利用事業者

本ڮ
関エコフィードセンター

ৠ気間接加೤方式で
エコフィードを製造

店舗から出る
食品࢒さ

店 舗
中京地۠の一部店舗で
期間限定販売

橋本、養鶏業者と進める
エコフィード

リサイクルシステム

生 産
エコフィードを配合した
料でཆࣂ （ܲѪ஌県）

※ ɿ̝ファミリーマートとユニーの共同事業

リサイクル
ଯං

「エコパワー」
成ʂ׬

　ファミリーマートの「再生利用事業計画」として、2008 年 4 月より、東京 23 ۠と
都下の店舗および食品委ୗ製造޻場から食品࢒さを回収し、ཆಲ用リキッドフィーディ
ング（ӷ体ࣂ料）として再生利用する食品リサイクルを行っています。さらに、そのଞ
地域でも食品࢒さをࣂ料やଯංにリサイクルする取り組みを進めており、2017 年
8 月時点で全国 3,650 店で実施しています。
　また、ファミチキなどのフライヤー商品で使用したഇ食用༉は、専門業者によって
回収され、ཆܲ用ࣂ料の添加ࡎやインク、ੴݨ等として 100� リサイクルしています。
その一部は「ༀ用ϋンドιープ」として店舗で使用され、循環型リサイクルを実現
しています。

　2007 年、ユニーは೶ྛਫ産大ਉ・環境大ਉ・経済産業大ਉ
から全国初となる「再生利用事業計画」の認定を受けました。
以来、各地の再生利用事業者・೶業生産者とのパートナーシッ
プをもとに、食品リサイクルループの継続的運営と新たな構築
を進め、国内最多の 13 事業を展開しています。

　現在、ファミリーマートと共同で 2 事業を行っていますが、
今後は食品リサイクルループをグループ一体として取り組む
ことで、循環型社会の形成においても経営統合のシナジーを
高めていきます。

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート

ϑΝϛϦーϚート
　地域に密着しながら循環型社会を実現させる取り組みとして、
ユニーでは食品リサイクルループ事業を推進しています。生産
者やリサイクル業者など、ループの各ஈ֊を担うさまざまな
事業者とパートナーシップを形成し、店舗から生じた食品
ഇغ物の循環資源化に努めています。各店舗にഇغ物計量
システムをಋ入し、ഇغ物の発生཈制と෼別のపఈを図る
ことで、ユニーの食品リサイクル率は 2016 年度 63.6� と

前年比で 2� 向上しています。
　また、食品リサイクルループの構築は、各地の生産者と
消費者を結ぶ地域循環・地産地消の推進にもつながります。
各店舗から集められた食品࢒さは、リサイクル事業者によって
料・ଯංに再生されますが、それらを使用した生産者を特定ࣂ
できる仕組みもಋ入しており、安全・安心な೶ச産物を提供
する地域循環೶業の確立に貢献しています。

Ϣχー
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˔ Ϩδାݮ࡟΁のऔΓ૊Έ

˔ όΠΦϚεϓϥενοΫʢ1-"ʣのڥ؀॥؀

˔ Ϩδାࣙୀ཰のਪҠ ˔ Ϩδା࢖༻ྔͱ༰ثแ૷ϦαΠΫϧ
๏ҕୗֹۚのਪҠ

˛
Ѫ஌県一ٶ市で
お買い物ା持参
運動を開始

˛
マイバッグ
キϟンペーン
を開始

˛
ϊーレジା
キϟンペーン
を開始

˛
レジା無料
配෍中止

（有料化）開始

˛
全店でレジା
無料配෍
中止（有料化）

˛
バイΦマスプラ
スチックレジା
の使用開始

1989 2001 2006 2007 20142012
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30.120.6
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86.0

86.1
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86.177.5

87.575.0

87.8

88.3

ຕ数（単Ґɿ千ຕ）有料化店舗 非有料化店舗全社ࣙୀ率

88.7

89.5

26.1

24.3

23.4

22.8

21.5

134,678
116,749 111,632 110,743 109,528

68,454 63,572

2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016

೥౓ ຕ਺ʢ୯Ґɿઍຕʣ ॏ ʢྔ୯Ґɿ̓ʣ ҕୗۚ ʢֹ੫ࠐʣ
310,559
309,222
134,678
116,749
111,632
110,743
109,528

68,454
63,288
63,572

1,818
1,851
1,029

964
851
839
821
616
587
573

2億9,729万円
2億7,978万円
2億2,272万円
1億6,655万円
1億6,154万円
1億4,868万円
1億5,804万円
1億6,104万円
1億3,557万円
1億2,489万円

※容器包装リサイクル法に基づき、公益ஂࡒ法人日本容器包装リサイクル協会へ
　支෷った委ୗ金ֹ

　お客様がレジାをࣙୀされると、1 ຕあたり 30.8H の
CO2 が削減されます。ユニーでは 1989 年よりレジା削減
運動を開始し、2001 年にはマイバッグの配෍、2006 年に
は「ϊーレジାキϟンペーン」の実施等で、お客様へのܒ発
活動を積極的に展開してきました。そして「レジା無料配෍
中止（有料化）」をॱ次拡大し、2014 年には全店舗の食品
売り場でレジାを有料化したことで、2016 年度のレジା
ࣙୀ率は 86.1� となりました。この結果、ຕ数換ࢉでは
10 年前の 2006 年度比で約 1�5 となる、8,318t の削減
となりました。
　なお、有料化したレジାのߪ入一ຕにつき 1 円を地域自治体
に寄付することで、さまざまな環境活動にも役立てられて
います。（2016 年度実੷　30,641,687 円）

　そして、家ఉゴミの約 55� ※を઎める商品の容器包装に
ついても、店頭に「リサイクルϘックス」を設置することで、
家ఉゴミの削減や再資源化とともに、CO2 の削減に取り組ん
でいます。ڇೕパック・アルミ؈・ペットϘトル・食品トレイ
などの使用済み容器包装を෼別回収し、2016 年度のリサイク
ル量は 3,846t で前年比 5.3� 増加となり、リサイクル回収に
よる CO2 削減量が 16,344t となりました。
　国内のリサイクル޻場への༌送にかかるエネルΪーや CO2

排出への配慮としても、物流センター内にリサイクルセン
ターをซ設することで、商品配送後のセンターへ໭る便を
回収品の༌送に使用するなど、無ବな೩料消費や CO2 排出
量の削減に努めています。

　ファミリーマートでは、ポスター掲示やレジでのお声掛け
によるレジା削減の取り組みに加え、さらに適正サイズの
使用やബ೑化を行うことでੴ༉使用量の削減を進めていま
す。2016 年度のレジାࣙୀ率は目標値の 30.0� を達成し

ました。このଞ、各店舗ではストアスタッフへの教育ݚम
をはじめ、ഇغ物の適正な෼別のపఈとリサイクルの促進
を図るためゴミശの店内設置化も進めており、店舗運営に
൐う CO2 発生の཈制に取り組んでいます。

※家ఉゴミのうち約 54.7� が容器包装（容積ベース、出所ɿ環境ল「容器包装ഇغ物の使用・排出実態調査」）

　低炭素社会の実現に向けて、商品の容器や包装を޻෉する
ことで CO2 削減に取り組んでいます。২物由来の原料より
収ٵられるバイΦマスプラスチックは、২物がޫ合成時に࡞
する CO2 と容器のॲ෼時に排出される CO2 の量がほぼ同じ
ことから、全体の排出量を཈制することが可能となります（カー
Ϙンニュートラル）。

　ユニーでは、このバイΦマスプラスチックを 2006 年から
੨果売り場の容器包装とܲཛパックで使用しているほか、
有料のレジାにおいても、サト΢キビのഇ材から࡞られた
バイΦポリエチレンを 25� 含有しています。バイΦポリエ
チレンはੴ༉製品と比較して CO2 が 17� 削減されるため、
カーϘンニュートラルの取り組みとして採用しています。

　ユニーの店頭に設置されたリサイクルϘックスでは、ペット
Ϙトルのキϟップを回収しています。回収したペットϘトル
キϟップは再生プラスチックの専門企業に売٫し、その売٫金
を /PO「世界の子どもにワクチンを 日本委員会」に寄付する

「Ϙトルキϟップ運動」を行っています。使用済み容器包装等
を再資源化して高品質な商品を生み出す「アップサイクル」を
目指しており、再生プラスチックは自動ं部品の原料として
リサイクルされています。

　ファミリーマートでは、2016 年度にサラダ商品 3 アイテ
ムでバイΦマスプラスチック（PLA）容器を使用しており、
サラダ容器 1 あたりݸ 24.57H、2016 年度は 1 年間で約
1,846t の CO2 を削減しました。2007 年にバイΦマス
プラスチックをಋ入し、現在では国内の流通量の約 2 割を
ファミリーマートが使用しており、小売業でナンバーワン
の使用実੷となっています。
　また、ห当ྨの包装について、従来の容器全体をラップする

「フルシュリンク包装」を、2014 年からは容器とフタの結合部

෼のみフィルム包装する「サイドシュリンク」に変ߋし、プラ
スチック原料の使用量で 430t、CO2 は 1,540 t の削減となり
ました。加えて、従来からサンドイッチなどの包材のҹ࡮で使
用していた২物由来のインクを、おむすびやख巻きण司の包材
に使用拡大することで、さらに年間 100t の CO2 削減に取り
組むなど今後もさらなる削減の為、改善を図ります。

Ϣχー Ϣχー

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート

ϑΝϛϦーϚート

௿୸ૉࣾձ΁のݙߩ
˙�͓٬༷ͱऔΓ૊Ή$0� แ૷ʹ͓͚ΔऔΓ૊Έث�༰˙ݮ࡟

˙�ϘトルΩϟοϓӡಈのऔΓ૊Έ

ロゴマークと
開封表記を削除

4%縮小

ͱ͏΋Ζこ͠ɾ
͞ͱ͏͖ͼ
ͳͲ

原料バイオマス
プラスチック

植物資源

合成

CO2
H2O 光合成燃焼・分解

成型品（容器）

২物由来のインクでҹ࡮

環境ল COOL CHOICE

業界初のサイドシュリンク
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◆アトランティックサーモン
ϊル΢ェーのきれいな海を守るため
に、ཆ৩場から加޻޻場までԚਫを
外に出さないシステムを構築、加޻
༉としてリサイクルڕ場のԚਫは޻
しています。

◆フェアトレードアイスクリーム
ユニーでは2017年より、日本初の国際フェアトレー
ド認証アイスクリームである「ベンˍジェリーズ」の取
りѻいを開始しました。࠭ ౶やバニラ、ココアなどの
フェアトレード原材料を使っていてお子様にも安心し
て食べていただけるアイスクリームです。

ΞΠε
クϦーϜ

αーϞン

ੜ࢈஍・
ੜऀ࢈

Ұഋの
コーώー͔Β
஍ڥ؀ٿΛ
Δ͑ߟ

ᖿઝ加޻

༌ೖεーパー౳Ͱ
ൢച

環境に配慮した೶
Ԃは、生物多様性の
保全に貢献し、働く
人々のくらしを支え
ています。

消費者がߪ入する
ことが、環境保全・
社会貢献につなが
ります。

生産ཤྺが明確で安心・
安全な生౾を、生産者と
の持続可能な関係で取
引をします。環境に配慮した製造に

努めています。

◆サステナブルコーヒー
೤ଳӍྛの下でシェイドグロ΢ン೶法有機࠿培
で生産したコーώーは、ジϟングルの২物やാ
の生き物の環境を守って生産されています。

͝൧
コーώー

Έͦो

໺ࡊ

ώラテ産業
運ൖ用

トラック

ώϥςۀ࢈ଯං৔
店舗から発生した食品࢒さを
೤ॲ理機౥載のトラックで一
次ॲ理しながら運ൖします。
ଯං場で発߬させます。

◆食品リサイクル～命をつなぐ環～
店舗から排出される食品࢒さ（໺ࡊクズやڕアラなど）を原料に
したଯංを使うと、土৕を健康に๛かにするඍ生物やミミズが生
きているാやాんぼになります。こうしたാやాんぼで໺ࡊやถ
が育てられています。

JAグループと
進める食品リサイクル

ੜ࢈�

Ѫ஌県内の一部
店舗で販売

ళ�ฮ

JAあいち中ԝでおถやチンゲンࡊを࠿培

愛知県ヒラテ産業・
JAグループ［愛知県］

ʮͪͨࢲ͸ɺੜ͖෺の໋Λ͍͍ͨͩͯੜ͖͍ͯΔʯ͜ͱʹ͠ँײɺ
ࣗવڥ؀΍ͦ͜Ͱੜ͖Δੜ͖෺Λอશͯ͠ੜ͞࢈Εͨ৯඼ΛબͿ͜ͱ͕ɺੜ෺ଟ༷ੑʹ͢ݙߩΔ͜ͱͩͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

◆愛知県の
　伝統発酵食品
　 （八丁味噌）
ീஸ味઻は、Ѫ஌県の఻
統的な発߬食品で、大౾
とԘを原料に໦製の୬に
仕込む、ੲながらの製法
で生産されています。

　自然を守ることが生き物を守ることになり、そうして࡞られた
食物や製品を販売することで、お客様から選ばれߪ入していた
だく。この生産から消費まで好循環を広げるため、生物多様性
に配慮した商品の販売とともに、消費者ܒ発にも積極的に取り
組んでいます。
　国際的な৿ྛ認証制度を運営する FSC（৿ྛ管理協議会）
により、持続可能な৿ྛと認められた໦材やそれらを使用し

た製品に与えられる「FSC 認証」。ユニーのプライベートブラ
ンド商品では、この認証を受けたトイレットペーパーや小学
生向けの学शாなどの商品を開発、販売しています。お客様
が FSC 認証マークの付いた商品をߪ入することが、間接的に
৿ྛ保全や生物多様性の応援につながるという、お買い物を
通じた社会貢献の取り組みです。

　かけがえのないܙみを私たちに与えてくれる৿ྛ・ཬࢁを
守るため、店頭募金「ファミリーマートເの掛けڮ募金」の
一部に企業寄付を添えて、公益社ஂ法人国土྘化推進機構に
寄付しています。Ԃࣇが対৅の“৿に;れる”「৿の教室」、

高ߍ生が対৅の“৿に学ぶ”「ฉき書き甲子Ԃ」、そして地域
の方々と“৿を守る”「;るさとの৿ྛ再生事業」の活動を
支援することで、日本の๛かな国土を将来世代に引き継͙と
ともに、生物多様性の保全に取り組んでいます。

　私たちの฻らしは、さまざまな自然や生き物のもたらすԸܙによって成り立っています。お客様に生物多様性のܙみをおಧけ
する小売業として、お買い物が持続可能な消費と生産に貢献できるような仕組みづくりに取り組んでいます。

Ϣχー

ࣗવڞੜࣾձの࣮ݱに͚޲て

˙�฻Β͠Λ͑ࢧΔੜ෺ଟ༷ੑ

˙�ࣗવڞੜࣾձʹ͚ͨ޲औΓ૊Έ

˙�ੜ෺ଟ༷ੑʹ഑ྀͨ͠঎඼のൢച

'4$ ೝূの
τΠϨοτϖʔύʔ

ΦʔΨχοΫίοτϯ '4$ ೝূの
FDP�PO ֶशா

原料には再生ࢴではなく、ࢴパルプを
使用していますが、この原料は「正し
く管理された৿ྛ」の基४を満たした
໦材や製品に認定される FSC 認証の
ついたものです。ࢴパルプ本来の品質、
使い心地へのこだわりと、自然環境へ
の配慮の両方を求めたトイレット΃ー
パーです。

一ൠの໖Ֆ࠿培では多くの೶ༀやࡴ஬ࡎ
を使用しますが、Φーガニック࠿培では
೶ༀやࡴ஬ࡎは使いません。その代わり
に自然ଯංを使用したり、土にӫཆを
与えるために同じ۠域のാにマメՊの
২物を࠿培したりします。それらの޻෉
により土地を๛かにし、地球上で最も
多様な生物の生ଉ域である土৕を守り
ます。

FSC（৿ྛ管理協議会）が定めた「正し
く管理された৿ྛ」の基४を満たした໦
材や製品に認定されると FSC 認証マー
クが付きます。このマークの付いた原料
。りました࡞で小学生の使う学शாをࢴ
FSC 認証マークの付いた商品をߪ入する
ことで、৿ྛ保全に貢献できることを、
環境学शで子どもたちに఻えています。

ϑΝϛϦーϚート

৿の教室 ;るさとの৿ྛ再生事業ฉき書き甲子Ԃ
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　持続可能な社会の構築に向けた店舗づくりとして、ഇغ物の削減・෼別、リサイクル、লエネなどの設備を用意し、お客様と
ともに「地球にやさしいお買い物」を推進しています。

　気候変動対策として、2020 年までに売上高当たりのエネルΪー消費量 10� 削減（2010 年比）を目指し、লエネ機器
への切りସえを積極的に進めるとともに、লエネ型店舗Ϟデルの開発を進めています。

Ϣχー ϑΝϛϦーϚート

ࣗવڞੜࣾձの࣮ݱに͚޲て

΢Υークインྫྷଂݿの照明をインバー
ターランプに切りସえたことにより 20
～ 25� のলエネ化を実現。また、ガラ
ス層の結࿐防止ώーターを一部ഇ止し、
従来比75�のলエネ化を図っています。

ウォークイン冷蔵庫の
省エネ化4

各売場やテナントから排出されるഇغ
物を෼別し、計量することにより、減量
やリサイクル
の促進を図り
ます。

外นにน面྘化をಋ入。ώートアイラン
ド対策と断೤効果があり建物の温度上
ঢを཈え、ۭ調使用量の削減にもつなが
ります。

屋外、屋内の照
明に LED を採用。
消費ి力を大෯
に 削 減 し、CO2
の排出を཈制し
ます。

ෑ地外に放出されるӍਫ量を 25� 削減してい
ます。地下ਫの保全、平常時のՏ઒流量の確保、
ߑ ਫ の 防 止
を 図 っ て い
ます。

屋ࠜの上や外นにଠཅޫパネルをಋ入。ଠཅޫで
ి気をつくり、得られたエネルΪーをؗ内でも使
用しています。現在の発
ి量をϞニターで確認す
ることができます。

地中೤を利用して行うۭ調。店内にྫྷえた新઱
なۭ気を送ることができ、ۭ調によるి力使用
量を約 1.8�、施設全体の年間 CO2 排出量を約
0.6� 削減しま
す。

廃棄物計量システム

壁面緑化

LED照明

雨水浸透施設

太陽光発電

クール・ヒートトレンチ

4

7

5

8

6

9

ి子レンジのݿ内照明に LED ランプ、
また待機ి力θロの機種を標४ಋ入し
ています。従来のݿ内照明よりి力消費
量を約 80� ཈えています。

電子レンジ庫内照明の
LED導入3

ユニーの取り組みをポスターなどで঺հ・
報告しています。

情報の開示3

2017 年 1 月からྫྷౚ機のྫྷഔガスを
R401A から効率の良い R410A に変ߋ
しলエネ化を促進。また、2017 年 5
月からはۭ調機のྫྷഔガスを地球温暖
化係数の低い R32 に変ߋするなど、環
境配慮を図っています。

冷凍・空調システムの
省エネ化・環境配慮5

ి஑の心配をせず安心
してి気自動ंや PHV
を利用できる環境を整
えるため、ి気自動ं
用急速充ి器を設置し
ています。

（2017年2月末時点  709店）

電気自動車用急速充電器の
設置6

事業活動と環境ෛՙ低減の両立を実現
する取り組みとして、ଠཅޫパネルの
設置を進めて
います。

（2017年2月末
時点 2,383 店）

太陽光発電パネルの設置8
ഇغ物の削減とリサ
イクル、行੓からの
ഇغ物෼別のルー
ルపఈを図るため、
2016 年度よりゴミ
ശの店内設置を標४
化しています。

店内ゴミ箱の設置9
றं場照明も LED 化を進め
ています。従来の照明と比
べ約 30� লエネ性が向上。
ण命も4倍にԆびています。

（2017年2月末時点　4,196店）

駐車場照明のLED化10

店内にলエネ効果の高い LED 照明をಋ入する
とともに、時間ଳや店内のκーンごとに明るさ
を制ޚする最新のシステムをಋ入しています。

（2017 年 2 月末時点　8,473 店）

店内LED照明システムの導入1
トレイ・ペッ・؈ೕパックをはじめ、アルミڇ
トϘトル・バイΦマスプラスチック製ཛパッ
クなどお客様のお買い上げ後にഇغされるも
のを回収し、リサイクルしています。

リサイクルステーション1
ファサード؃൘、サイン؃൘にも LED 照明をಋ
入し、ޫܬ౮を用いた؃൘と比較して約70�ল
エネ性が向上しています。

（LEDファサード؃൘　2017年2月末時点　6,810店）
（LED サイン؃൘　2017 年 2 月末時点　2,742 店）

看板照明へのLED導入2
店内各所に「೩やせるゴミ」や「೩やせな
いゴミ」など෼別するためのゴミശを置き、
ゴミを෼別回収しています。

分別ゴミ箱2

エネルΪー起源
CO2 とフロンྨ
の排出量削減を
同 時 に で き る、
CO2 ྫྷഔを使用
したྫྷౚ・ྫྷଂ
。のಋ入を進めていますݿ

（2017 年 2 月末時点　67 店）

CO2冷媒機器を使用した
冷凍・冷蔵庫の導入7

1

4
5

7

8
2

9

3

ΞーενϡーϒʹΑΓྫྷ٫

ؾ֎
��ˆఔ౓

Ӎ

ઃࢪಁਁ
ಓ࿏

ஷཹࢪઃ

ਁಁ ஍Լਫ

ৠ発

Տ઒
ද໘ྲྀग़

1
4
2
5
3

6

8

7

ళ಺

றं৔

6 10

Ն期のアース
チューブ

9

ళฮͰのऔΓ૊Έܕ഑ྀڥ�؀˙
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　 Τίϩ͓ళ୳ୂݕ

৿のࣨڭ　ʙͲΜ͙Γ͘Μͱ৿の஥ؒͨͪʙ

ग़લतۀ

ฉ͖書͖ࢠߕԂ

　 ஍Ҭࣾձ΁ग़લतۀ 　 ஍ҬのνΧϥͰֶͿ

　 ίϥϘϨʔγϣϯͰ఻͑Δ

˔ライフスタイルをエコにする環境
配慮PB商品「eco�on」の開発。

˔リデβインプロジェクトの実施。次世
代とোがい者による商品の開発・生
産・販売事業。

「eco�on」
FSCϊート

ものづくり

ひとづくり

コミュニティづくり
˔持続可能な社会づくりのための

参加型イベントエコത。
˔認஌঱の方へのお買い物サポート。

エコതエコロキッズ

ʲEPOC ඌrுѴ市中部ࣇಐؗ インタープリター࠲ߨ エコロお店୳ୂݕ エコ໺ࡊの収 （֭不ೋ産業）

ܦ ࡁ

ࣾ ձ؀ ڥ

ひとづくり
ものづくり

コミュニティづくり

஍Ҭࣾձへग़લतۀ� ஍ҬのνΧϥͰֶͿ� Τコロ͓ళ୳ୂݕ� コϥϘϨーγϣンͰ఻͑Δ�

　持続可能な社会を担う子どもたちには、お店୳ݕや೶業体
などを通じて、環境、社会貢献、食ྐ໰題、命ݕ自然୳・ݧ
の大切さなどを学び、ඒしい自然の中で生きていくための

「力」を育むことを願い、ESD（Education Gor SustainaCle 
Development ʗ持続可能な開発のための教育）の考え方を
取り入れた、子ども環境学शプログラムを提供しています。
2015 年には SDGs が採୒され、今後は ESD が SDGs に੝り
込まれることで「持続可能な開発」へのさらなる貢献を目指し
ていきます。
　ユニーでは持続可能な社会を形成することを目指すため、環
境・経済・社会の調࿨を重視した「ひとづくり・ものづくり・
コミュニティづくり」を、地域の方々やお客様、お取引先や社

員と一緒に進め、お店に皆が集う地域のコミュニέーシϣンス
ペースとしての機能づくりにも取り組んでいます。
　また、お取引先やഇغ物ॲ理業者・リサイクルにかかわる業
者向けに情報交換会やษ強会を開催しており、店舗に出店す
るテナントにも環境保全に関する学श機会を提供しています。
消費者ஂ体や環境市民࠲ߨなど外部からの店舗見学も受け入
れており、海外からも来๚されるなど、各方面から注目されて
います。また、社員を対৅に、環境方針や店舗・事業所での
環境保全活動に関するݚमを実施しているほか、社内報や社
内規定をまとめたポέットガイドに環境関連のページを設け、
社員の環境意識の向上を促しています。

　店頭募金「ファミリーマートເの掛けڮ募金」の寄付先への支援を通じた環境教育プログラムの提供や、加盟店や社員がࢣߨと
して行う出前त業を開催しています。

　環境に配慮した店舗での取り組みを、スーパーマーέット
を題材にさまざまな視点から学शする「エコロお店୳ୂݕ」。
2016 年度は、97 回実施し 989 名が参加しました。店長がお
店୳ୂݕのୂ長として子どもたちを案内し、店頭のリサイクル
Ϙックスの中਎を೷いたり、バイΦマスプラスチック製の容器
包装をखに取りながら、リサイクルの仕組みを学शします。ま
た、ࣺてればゴミになる容器包装などを使ったエコ࡞޻を通し
て、ユニーが取り組むゴミの削減について学んでいきます。

　保育Ԃࣇと༮ஓԂࣇに、৿のもたらす๛かなܙみとその役割
を教えながら、地域の৿に;れ自然の大切さを学んでほしいと
いう思いから、店頭募金の寄付先である公益社ஂ法人国土྘化
推進機構主催の全国८回型プログラムを立ち上げ、2012 年に
東日本大਒災でඃ害を受けた福ౡ県のԂࣇたちを๚ねたことか
らスタートしました。最寄りの店舗も参加するなど、地域に密
着した活動として、これまでに 24 都道府県でのべ 1 万 5 千名
を超えるԂࣇたちが参加し、着͙るみܶやどん͙り২え、育බ
を通じて、৿ྛが持つさまざまな役割・大切さを学んでいます。

　社員が中学・高ߍへ出向き、ࢣߨとしてत業を行う「出前
त業」を実施しています。コンビニエンスストアのビジネス
Ϟデルや、環境対応、また東日本ඃ災地の෮ڵ支援として販
売指ಋत業など、社員の専門஌識を活かしたߨ義のほか、コ
ンビニエンスストアと地域課題を結び付けて考える課題解決
学शも行っています。

　2005 年から、店頭募金の寄付先である認定 /PO 法人共存
の৿ネットワークの活動を支援し、毎年 100 名の高ߍ生たち
が日本各地の৿や海、઒、ࢁの「名人」を๚ね、その஌ܙやٕज़、
人生・生き様について記࿥しています。また、社員をݚमࢣߨ
として೿ݣし、高ߍ生たちとの直接交流も行っています。名人
たちの஌ܙを世代を超えてतかることで、৿や海、઒のܙみや
尊さと自然と共存する人々の営みを学び、持続可能な社会づく
りに貢献する人材育成に取り組むとともに、名人たちの஌ܙ・
฻らしの記࿥を࢒し、継承することを目的としています。

　中部地۠を活動拠点とする環境パートナーシップクラブ
（EPOC）に参加し、会員企業の持つ教育πールや施設を活用した
体ݧ型の環境࠲ߨを実施するとともに、行੓等との連携による෯
広い環境ܒ発活動に取り組んでいます。地域の小中学ߍやࣇಐؗ
で、「環境にやさしいお買い物」をテーマに出前࠲ߨを開催する
ことで、地域の方々と一緒に環境教育に取り組んでいます。

　地域の /PO やϘランティアなどと協働した環境学शとして、
なごや環境大学で「お買い物で地球を守る インタープリター
ཆ成࠲ߨ」を開催しています。「地球にやさしいお買い物」をテー
マに、਎ۙな家଒や༑人にわかりやすく఻えられるインタープ
リター（通༁者）をཆ成します。受ߨした学生たちは、お客様
参加型の環境イベント「エコത」などで活躍しています。

　関連する事業者とコラϘレーシϣンしながら行う環境教育に
取り組んでいます。店頭のリサイクルϘックスで回収したڇೕ
パックをリサイクルして製造するトイレットペーパーの޻場見
学や、店舗の食品࢒さが原料のଯංに使用され、エコ໺ࡊとし
て育った࡞物の収֭を行う೶場学शなど、環境について෯広く
学शできるプログラムの提供に努めています。

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート

&4%	 ҭڭଓՄೳͳ։ൃのͨΊの࣋ 
 のਪਐ

෮ڵ支援ɿワカメの「販売・接客の心得」のߨ義（ؠख県）

1 2

3 4
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　年齢や性別、োがいの有無にかかわらず、すべてのお客様
に安心でշ適なお買い物をָしんでいただくため、ユニーで
はϊーマライθーシϣンの発૝のもとユニバーサルデβイン
を積極的に取り入れ、地域の方々が集うコミュニέーシϣン
スペースを目指した店舗づくりを推進しています。
　ंいすの方や目の不自由な方、ベビーカーを使用している
方、そのଞおख఻いが必要なお客様にもշ適なお買い物を

ָしんでいただくために、ஈࠩのない入り口や優先エレベー
ターや「おもいやりறं場」を設置。また、小さな子ども連
れのお客様への配慮として、ιフトな素材を使用した༡び場
や、安心してतೕやおむつସえができる「ベビーܜٳ室（੺
ちΌんルーム）」、そしてトイレトレーニングにも役立つ子ど
も専用トイレ設備の設置も行っています。

　店舗内に設置したイートインスペースは、地域のつながり
を深める拠点としても活用されています。ߪ入した商品をҿ
食するだけでなく、Φフィス立地では仕事の合間のܜいの場
として、住୐街やロードサイドなどはご家଒や༑人との会話
をָしむコミュニティスペースとして、また地元の /PO や
サークル等のイベント場所としても活用いただいています。
イートインの設置店舗は全国約 6,014 店舗（2017 年 10 月
末時点）に拡大しています。

ས県との「包ׅ的連携に関する協定」の締結を機に、2011ࢁ　 年度よりࢁས県甲
府市上ଳಹ地域で࡞ߞ放غ地の再生をおख఻いしています。甲府市ଳಹ地域活性化
推進協議会と「企業の೶Ԃづくり推進事業に関する包ׅ協定」を締結し、地域の皆
さんと協力しながらถ࡞りなどの೶࡞業を行い、୨ాの再生を通して地域の活性化
に取り組んでいます。

アクア΢Υーク大֞（ذෞ県大֞市）には、大֞市環境市民会議と共同で࡞り上げ、
環境ল主催「みどり߳るまちづくり」コンテストで環境大ਉ৆を受৆した「レジା 
市民の৿」があります。྘が߳る公Ԃとして店舗のྡ接地が再整備され、໦やՖを
管理する市民Ϙランティア「グリーンサポーター」の活躍により、地域にѪされる
コミュニティスペースとして活用されています。

ࣾձ・ੜ׆Πンϑϥͱͯ͠ɺ
ݙߩΔ஍Ҭࣾձの発లへの͋ྗ׆

ॏ要՝୊�

　஍ҬࣾձのҰһͱ͠てɺళฮ͕஍ҬίϛϡχςΟͱີ઀に͔͔ΘΓΛ࣋つこͱΛ௨͠てɺࢠͲ΋͔Βྸߴ
ऀ·Ͱɺ̓ ৺͠て฻ΒͤΔΑΓྑい஍Ҭͮ͘Γに͠ݙߩ·͢ɻ·ͨɺ஍Ҭߦ੓のิ׬తͳػೳΛ୲いɺฏ࣌ɾ
༗ࣄΛ໰Θͣɺ஍Ҭにͱͬてͳ͘て͸ͳΒͳいଘࡏͰ͋Γଓ͚·͢ɻ

��ಓ෎ࢢ�ݝ ໿�
���ਓ�
���݅Ҏ্

ϑΝϛϦーϚート
ఆʯڠܞମͱのʮแׅ連࣏ࣗ

క݁਺

Ϣχー
ೝ஌঱αϙーλー਺

ϑΝϛϦーϚート
ޢΈอࠐ͚ۦ

（ऀྸߴ・Ͳ΋ࢠ・ੑঁ）

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート

஍Ҭࣾձのൃలɾੑ׆Խ
˙�஍Ҭのू͍の৔

ベビーܜٳ室おもいやりறं場 子ども専用トイレ

୨ాの࠶ੜͰ஍Ҭੑ׆Խにݙߩ

େ֞ࢢʮϨδା ࢢຽの৿ʯ׆ಈ

Ҵמりを行う社員

地域の集いの場として活用されるイートインスペース

グリーンサポーターの方々
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　一ൠ社ஂ法人日本フランチϟイズチェーン協会の一員として、地域の安全を守る「セーフティ
ステーシϣン活動」に取り組んでいます。全国のコンビニエンスストアによる活動で、地域の
皆さん・自治体・国と連携しながら、高齢者や਎体োがい者の方への買い物のおख఻いや連བྷ
をはじめ、੨গ年環境の健全化にも取り組んでいます。日ࠒからの防犯や防災、安全への対策
はもとより、ኼ኶高齢者やঁ性・子どもなどのۦけ込み対応とともに、未成年者へのたばこ・
ञྨの販売ې止のపఈと、深夜時間ଳでのؼ୐促しなどにも積極的に実施し、地域に密着した
店舗運営を行っています。

セーフティステーシϣン ポスター

シニア加盟制度 ポスター

おห当のおಧけ

　認஌঱のお客様に安心してお買い物をָしんでいただくために、ユニー独自の基४による「認஌঱買い物セーフティーネット
店舗」の認証を進めています。認証を受けた店舗には、認஌঱サポーターとして /PO から教育を受けた店長や従業員がおり、
声かけや見守りの役割を担っています。これまでに 58 店舗が認஌঱サポーター教育を受ߨしており、サポーター数は約 4,000
人となっています。

　高齢運転者による交通事ނが増加している中、高齢者の「運転໔ڐ自主ฦೲ支援制度」
に協力しています。߳઒県、Ѫඤ県、高஌県では、65 ฦೲ者にファミリーڐ以上の໔ࡀ
マート・サークル K・サンクスなどで使える「2UO カード」、東京都ではグループ会社
のシニアライフクリエイトが提供するおห当୐配サービス「୐配クック 123」の利用݊
をଃఄしています。

　「୐配クック 123」では、ӫཆバランスに配慮し、毎日異なる献立で޻෉をڽらし
たお食事をおಧけしています。ී通食のほか、Ԙ෼調整食や透ੳ食、やわらか食など、
お客様の健康状態とニーズに応じたさまざまなおห当を各種ご用意しています。おಧ
けする際にお体の調子などを࢕う「安൱確認」も行っており、高齢者の見守り役を担
うことで安心して฻らせる地域づくりに貢献しています。

　61 ～ࡀ 70 までのシニアにファミリーマートの店舗を経営していただけるように、2016ࡀ 年
2 月から「シニア加盟制度」を開始しました。ܖ約期間は 5 年間となるため、最長 75 まで店舗ࡀ
経営が可能となります。シニア層が持つ஌識やٕज़、働く意ཉを活かしていただくことで、やりが
いと健康増進に貢献する取り組みです。

　高齢者が住み慣れた地域で安心して活き活きと฻らして
いける社会を目指し、各自治体や一ൠ社ஂ法人日本フラン
チϟイズチェーン協会、また各地の店長集会などで開催す
る「認஌঱サポーターཆ成࠲ߨ」を、各店舗の店長やスト
アスタッフ、本部社員が受ߨしています。認஌঱の方とそ
の家଒に協力、サポートできる体制づくりに努めることで、
地域の一員として高齢者を見守っていきます。

　お買い物がࠔ೉なお客様や時間がないお客様のために、「ネットスーパー」を提供しています。インターネットだけでなく、
ి話や FA9 でのご注文も受け付けており、ネット環境がないお客様や、パιコン・スマートフΥンを使い慣れていないお客様
でもखܰにサービスを利用できます。また、商品の配達時に、お客様の使用済みの容器包装を回収するリサイクルの推進活動も
同時に行っており、生活利便性や買い物ऑ者支援への貢献といった社会課題の解決とともに、環境への配慮としても取り組んで
います。

Ϣχー
Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート ϑΝϛϦーϚート

ϑΝϛϦーϚート

ϑΝϛϦーϚート
ϑΝϛϦーϚート

஍Ҭࣾձのൃలɾੑ׆Խ
ΔऔΓ૊Έ͑ࢧの҆৺Λऀྸߴ�˙
ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓͰ͸ɺ஍Ҭの͕҆ऀྸߴ৺͠て฻ΒͤΔࣾձͮ͘ΓにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ

ೝ஌঱αϙʔλʔ

ྗڠԉ੍౓ʯ΁のࢧओฦೲࣗڐのʮӡస໔ऀྸߴ
ηʔϑςΟεςʔγϣϯ׆ಈ

αʔϏε͚޲ऀྸߴ

γχΞՃໍ੍౓

認஌঱サポーターバッジをつけたユニー従業員 認஌঱サポーターの表示（店舗入口）

୐配クック 123

長໺県での「認஌঱サポーターཆ成࠲ߨ」参加者
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　安全・安心なまちづくりを推進するため、各都道府県（一部を除く）や市۠ொଜ等と、それぞれ「包ׅ協定」や「災害時物資支援協定」
などを締結し、緊急時の社会・生活インフラとしての役割を果た「見守り協定（高齢者などの）」「೉者の支援に関する協定ࠔ୐ؼ」
しています。

ϑΝϛϦʔϚʔτͱ
ఆڠମの࣏ࣗ క݁਺ ಺༰

包ׅ協定 45 道府県 6 市 地域社会の重要なライフラインの一つとして、子育て・高齢者
支援、観ޫ、ৼڵ、環境活動などの多項目にわたり連携。

災害時の物資供給
に関する協定

46 道府県 28 市۠
13 ஂ体

災害発生時において、各自治体などの要੥に基づき供給可能
な緊急支援物資を調達、提供。

災害時におけるؼ୐ࠔ೉者
支援に関する協定

41 都道府県 10 市 災害時に、ె歩でؼ୐する皆様にトイレのିし出しやਫ道ਫ
の提供、ラジΦなどでの災害情報を提供。

高齢者見守り連携事業に
関する協定

5 都府市ொଜ 認஌঱ኼ኶行動などによる行方不明高齢者などのૣ期発見、
保護への協力、Կらかの異変を発見した時には速やかに連བྷ
など、地域の高齢者などのऑ者が犯ࡑや事ނにૺうことなく
安全に安心して฻らすための活動を行う。

ϑΝϛϦーϚート

ϑΝϛϦーϚート

ԉࢧ஍ࡂɾඃࡦର֐ࡂ
˙�҆શ・҆৺な·ͪͮ͘Γ Πンϑϥͱͯ͠の໾ׂ׆Δࣾձ・ੜ͚͓ʹ࣌֐ࡂ�˙

ԉۚ（ฏ੒ٛ֐ࡂ�˙ ��೥۝भ๺෦߽Ӎٛ֐ࡂԉۚ）

˙�೔本ॳのຽؒओಋʹΑΔ֐ࡂٸۓରԠΞϥΠΞンεʮS&."ʯʹ参加

　店舗での防災܇࿅を実施するとともに、/PO 法人レスキューストックヤードが主催する体ݧイベント「あそぼうさい」を店
舗で開催し、自然災害に備えて自෼の命を守る行動を学ぶことで、地元自治体や市民Ϙランティアと協力しながら、地域一体と
なった災害対策に取り組んでいます。

　ユニーとファミリーマートの両社は、災害対策基本法ୈೋ৚ୈ
に基づき、内ֳ総理大ਉから「指定公共機関」に指定されて߸ޒ
います。「指定公共機関」は、防災業務計画の策定をはじめ、災害
༧防・応急対策・෮چ等において重要な役割を果たしています。
　災害の発生時には、ファミリーマートが日本全国に持つ物流
網を活かして組織的な༌送力や緊急支援物資の提供を行うほか、

ユニーの一部大型店舗では、非常時にਬき出しに利用できる「か
まどベンチ」や、便器を収ೲして非常時にはトイレとして使用
できるスπールなどを設置しており、地域住民のආ೉拠点とし
ての役割を果たすことが可能です。また、災害からの෮چஈ֊
においても、いちૣく通常営業を再開できるような体制を整え
ており、グループ一体となって大規模災害に備えています。

　2017 年の 7 月 5 日から 6 日にかけて発生した記࿥的な߽
Ӎは、九州北部にਙ大なඃ害をもたらしました。ユニー・ファ
ミリーマートホールディングスでは、ඃ災地の一日もૣい෮
・を支援するため、7月8日から全国のファミリーマートڵと෮چ
サークル K・サンクスおよびユニー各店舗等の店頭において
義援金の受付を開始しました。
　各店からは、約 2 ि間の受付期間で募金総ֹ 41,383,739 円
が集まり、8 月 18 日付で福Ԭ県に 33,106,991 円、大෼県に
8,276,748 円の寄ୗを行いました。

　2017 年 8 月、災害支援を実施している民間企業 17 社お
よび /PO6 ஂ体にて、日本国内での大規模自然災害発生時に、
民間企業と /PO の連携により企業が持つ物資・サービス等
の支援をワンストップで提供する、緊急災害対応アライアン
ス「SEMA（シーマ）」を設立いたしました。平時から加盟企業・
ஂ体が持つ物資・サービス等をリストとして集約し、災害発
生時にはリストをもとに各社が行う支援をパッέージ化して
ਝ速にඃ災地におಧけします。また、公共機関との円׈な連
携を図り、ඃ災自治体のෛ担の削減を目指します。ファミリー
マートは、全国の店舗をつな͙物流・情報ネットワークなど
を活用し、ඃ災地支援を積極的に行うことで、「社会・生活
インフラ」としての責務を果たしてまいります。

Ϣχー

ఆのక݁ʣڠकΓݟఆɾڠ֐ࡂఆɾڠʢแׅܞମͱの࿈࣏ࣗ

஍ҬのݟकΓɺٗ࠮๷ࢭのදজ事ྫ
　2017 年 10 月 17 日、高齢者をૂったプリペイドカードのߪ
入ٗ࠮未遂が発生しました。ฌݿ県のファミリーマート東Ӝཹٱ
ຑ店での接客時に、不審に思ったスタッフの機転でඃ害を未然に
防いだことから、後日、୶࿏࡯ܯ署より感ँ状をଃఄされました。
ファミリーマートでは、これからも店舗運営を通じて地域社会の
安全・安心を支えていきます。

大෼県 企画ৼڵ部 ኍ੉部長（ࠨ）へ目࿥
をお౉しする、᷂ファミリーマート 九州
ୈ 1 ディストリクト ૲場統ׅ部長（ӈ）

福Ԭ県 小઒஌事（ࠨ）へ目࿥をお౉しする、
᷂ファミリーマート 九州ୈ 2 ディストリク
ト 小઒統ׅ部長（ӈ）

ඃ災直後の店頭営業

あそぼうさい（ώルズ΢Υークಙ重） ి気が来ないʜ自෼でつくろう ਬき出し܇࿅（リーフ΢ΥークҴ୔）

表জ状を受け取るファミリーマート東Ӝཹٱຑ店

かまどベンチ（ユニー） 災害用トイレ（ユニー）

Ϣχー
ϑΝϛϦーϚート

࣌֐ࡂ

˔ 4&." のུ֓ਤ
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　子どもたちの「食」へのڵ味・関心を育て、そのָしさを発見・
実感するきっかけになるよう、「おいしく」「たのしく」をϞットー
に、食育活動に取り組んでいます。
　店舗では、Φリジナルポーク「༔

㇆ㆄ㆐㇓ㆨ㇓
健ಲ」使用の਌子料理教室や、

おいしくखܰで健康に良いメニューを毎日提案する「365 キッ
チン」のほか、学生や企業、生産者と協力した食育活動を実施
しています。

　「すべての子どもに等しく、๛かな環境のなかで教育を受けさ
せたい」というベルマーク運動の願いに賛同・協賛し、コンビニ
エンスストアとして初めて、そして唯一「ベルマーク」の付いた
おむすびを販売しています。各店舗にはベルマーク回収 BO9 を
設置しており、集まったベルマークはۙྡの小学ߍに寄ଃするほ
か、本社や食品製造委ୗ޻場などで集められたベルマークと合わ
せて、東日本大਒災や۽本地਒などでඃ害を受けた小学ߍにも寄
ଃしています。
　寄ଃされたベルマークは、各学ߍで教育備品などのߪ入に活用
され、教育環境の充実に役立てられています。

　ファミリーマートでは、次世代を担う子どもたちのために、
全国に展開する店舗や従業員が地域社会と協力しながら地域
の活力・つながりを高める取り組みを行っています。その一
つが「ありがとうのखࢴコンテスト」です。全国の小学生を
対৅に、さまざまな感ँの気持ちを文字や言༿で఻えること
の大切さを学んでほしい、という思いを込めて 2009 年より
主催し、全国連合小学ߍ長会や全国市ொଜ教育委員会連合会
などの後援を受けて実施しています。
　これまでの全 9 回を通じた応募総数は約 29 万通にのぼり、
応募࡞品が道ಙの教Պ書（2018 年度）に掲載されるなど学

　店頭に「Ѫの 1 円ۄ募金ശ」を設置し、店舗のある地域の社
会福ࢱ協議会などに継続的に寄付しているほか、店頭でのݺび
かけ活動を通じて、世界の೉民の方々や発展్上国の子どもた
ちへの募金活動を定期的に実施しています。また、食品をѻう
企業としての立場から、े෼な食料とӫཆが不଍している子ど
もたちを支援するため、社員食ಊではワンコイン募金活動を行
い国連 8FP 協会に寄付を行っています。

受৆ࣇಐに表জ状をお౉しする、
中国ディストリクト加計統ׅ部長（当時）

最優ल࡞品
（2016 年度 中国・࢛国ブロック 低学年の部）

過年度受৆࡞品が掲載される
「道ಙ」の教Պ書

店頭のおむすび売場とベルマーク回収 BO9

　ະདྷΛ୲͏ࢠͲ΋ͨͪのҭ੒Λࢧԉ͢ΔͨΊɺ֤஍のళฮ΍ࣾһͳͲ͕ࢀՃ͠ͳ͕Β஍ҬࣾձͱڠಇͰऔΓ
૊Έɺこのઌ΋কདྷ΁ͱड͚͕ܧΕΔΑΓྑいࣾձͮ͘Γに͠ݙߩ·͢ɻ

Ϣχー

Ϣχー
ϑΝϛϦーϚート

ϑΝϛϦーϚート

次ੈ୅の݈શͳҭ੒

˙�ళฮʹ͓͚Δ৯ҭへのऔΓ૊Έ

˙�ϕルϚークӡಈ

˙�ʮ͋Γ͕ͱ͏のखࢴコンςεトʯ

ಈのऔΓ૊Έ׆ۚื�˙

2 食材の持つӫཆ素とその働きを理解することにより体をཆいます。
1 新઱かつおいしい食材を提供することにより味覚をཆいます。

4 食材本来の味や特性を活かした調理や料理ができるٕを培います。
5 合理的なख法を用いた商品選୒により安全・安心な食材提供に努めます。

3 食材のルーπをたどることにより食べ物を大切にする心をཆいます。

私たちは、食と食に関わる情報の提供を通して、
食の大切さやָしさを地域のお客様と共有化します。

◆ユニーの食育理念 ◆ユニーの食育方針

お客様の「食」に関する೰みを解消するために、おいしくて、खܰで、健康に良いメ
ニューを、毎日提案しています。素材について、調理について、ӫཆについて、食の
ことならԿでもスタッフにご相談ください。

「༔健ಲ」食育イベント お客様と生産者の৮れ合い
お客様が೶࡞物の࠿培から収֭までを生産者と৮れ合いながら体ݧすることは、
売り場の໺ࡊや果物を਎ۙに感じていただくための、大切な食育と考えています。

アピタ、ピアゴのΦリジナルポーク「༔健ಲ」を使って਌子料理教室を実施して
います。イベントにはバイヤーも参加し、イベントを通してユニーのプライベー
トブランド、Φリジナル商品へのこだわり、安全・安心への取り組みなどをご঺հ
しています。

◆「悠健豚」食育イベント

◆３６５キッチン

◆生産者との食育への取り組み

　東日本大਒災のཌ年 2012 年から、お客様とユニーの社員が協力し合いながら店頭や本社でベルマークを収集し、ඃ災地の子
どもたちに文๪۩をଃる取り組みを行っています。2016 年度では 65 万点が集まり、ඃ災地に寄ଃしました。

Ϣχー

Ѫの 1 円ۄ募金 社員食ಊのワンコイン募金

品৆は受৆者が通う࡞教育にも活用されています。最優लߍ
小学ߍに社員がෝいて表জ式を行うほか、受৆࡞品が全国の
店舗でポスターや店内放送で঺հされます。店舗では、ۙྡ
の学ߍへの積極的な応募のݺびかけを行い、店舗内に࡞品を
展示するなど、地域での子どもたちの活躍を生み、঺հする
場としても貢献しています。
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54億2,004万1,391円
店頭募金、企業寄付、Famiポート募金、義援金等を含む。

全国の店舗

ファミリーマート
夢の掛け橋募金

公益社団法人
セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

株式会社ファミリーマート

マッチングΪフト※

公益社団法人国土緑化機構
（緑の募金・共存の森推進ネットワーク・
ふるさとの森林再生事業）

特定非営利活動法人
国際連合世界食糧計画WFP協会

公益財団法人米日カウンシルージャパン
TOMODACHIイニシアチブ

●ファミリーマートの募金累計金額

（1993年～ 2017年9月末累計）

　地域社会の頼りになる「コミュニέーシϣンセンター」を目指し、地域の皆様や /PO、
企業Ϙランティアと協力し、社会貢献、地域貢献活動を行っています。
　ユニーの店舗では、「特定非営利活動法人 アジアंいす交流センター（8AFCA）」と、
あいおいニッセイ同࿨ଛ保が共同で行うোがい者支援イベントを開催し、ंいすのී及活
動を通じたোがい者の自立支援に協力しました。また、世界各国にҩྍϘランティアを೿
して人道支援に取り組む国際ݣ /GO「世界のҩྍஂ」のスマイル࡞戦キϟンペーンに賛
同し、24 店舗でイベントを行いました。このスマイル࡞戦キϟンペーンでは、社員 641
名が参加し、先ఱ性のප気やけが、戦૪で受けたইなどにۤしむ発展్上国の子どもたち
にメッセージをଃるとともに、お客様からの寄付金 140 万円を募りました。
　このଞ、U/HCR（国連೉民高等ห務׭事務所）支援として募金活動に賛同し、10 店
舗で 183 名の方から 472 万円の寄付ৼり込みのख続きに協力しました。

　ユニーは /PO や地元企業のϘランティアと、お客様の家ఉ
で不要になったҥ料品を回収しています。回収したҥ料品は
/PO 法人日本ٹ援ҥ料センター、日本通運を通じて、アジア・
アフリカ・南ถに送っています。
　また、店舗ではお客様の家ఉで不要になったҥ料品を回収し、

自動ंの内装材としてリサイクルしています。ҥ料品をお持ち
いただいたお客様には割引݊として使用できる「エコとくお買
い物݊」をࠩし上げており、1 ຕの使用で割引金ֹの 1� をユ
ニーからඃ災地支援や྘化活動に寄付しています。2016 年度
は 157 万円を寄付いたしました。

8AFCA ंいす支援活動

ঁ性社員 3 名がプログラムに参加

　「ファミリーマートເの掛けڮ募金」の名শは、「お客様と
社会的な活動を行う /GO�/PO との“掛けڮ”としての役
割を担う」ことから名付けられました。お༬かりした募金ֹ
に加えて、ファミリーマートからの企業寄付（マッチングΪフ
ト※）とあわせて各ஂ体に寄付しています。また、大規模災害

発生時には、これらの募金は「災害義援金募金」に切りସえ、
ඃ災地の支援に充てられます。1993 年に、コンビニエンスス
トアとして初めて店頭に募金ശを設置して以来、これまでに総
ֹ 54 億 2,004 万 1,391 円を集め、店舗を募金拠点として地域
での社会貢献に取り組んでいます。

　公益ஂࡒ法人ถ日カ΢ンシルージϟパン「TOMODACHIイニシアチブ」へ
の寄付を通して、東日本大਒災でඃ災した福ౡ県のঁ子高ߍ生を対৅に、世界
で通用する国際的視点を備えた人を育成するプログラムを支援しています。

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート

　2013 年に公益社ஂ法人セーブ・β・チルドレン・ジϟパンと「グローバルパートナーシッププログラムܖ約」を締結しました。
子ども防災・減災事業に使్を限定した「ファミリーマートグローバルこども募金」を活用し、ファミリーマートが展開してい
るタイ・ベトナム・インドネシアなどの国・地域で、セーブ・β・チルドレン・ジϟパンと協働で子どもの防災・減災のための
事業に取り組んでいます。

　2006 年から世界のٌծ๾໓に取り組む活動に賛同し、国連 8FP 協会を支援しています。
　また、ファミリーマートは国連 8FP コーポレートプログラムのパートナーとして参加し、
8FP と両輪となり協働で社会における公的役割を果たしています。
　2016 年からはミϟンマ一連๜共࿨国の学ߍ給食プログラムに使్を指定し「ファミリーマー
トເの掛けڮ募金」の一部を寄付しています。

　ミϟンマーは経済発展が不े෼なため、国の約 15� の人口はӫཆ不଍で、5 ࡀ
未満の子どもたちの 35� が発育્害であると言われています。ファミリーマート
は「ミϟンマ一連๜共࿨国・学ߍ給食プログラム」を支援し、未ब学ࣇと小学ߍ
のࣇಐに、毎日 75H のӫཆ強化ビスέットを支給することで、ӫཆと教育の改善
支援活動を進めています。

˙�ϑΝϛϦーϚートͱηーϒ u β u νルυϨン u δϟパンのڠಇ事ۀ

˙�国ӡ8'1コーϙϨートϓログϥϜパートφーͱͯ͠

事業名 ミϟンマー連๜共࿨国・学ߍ給食プログラム

使్ 未ब学ࣇと小学ߍのࣇಐに 75H のӫཆ強化ビスέット支給

2016 年度実੷ 1,830,479 人෼の学ߍ給食を提供

ਫ೉事ނ防止のためのਫӭ教室（タイ）

� JA8FP

災害に備えた消Ր܇࿅（インドネシア）

ӫཆ強化ビスέットの支給（ミϟンマー）

/(0⓳/10 ͱのڠಇͱ஍Ҭࣾձͱのڞੜ

˙�஍Ҭの/G0�/10ͱのコϥϘϨーγϣン׆ಈ

˙�ເのֻ͚ۚืڮΛ௨ͯ͡/G0�/10の׆ಈΛࢧԉ

˙�೔本・ถ国のকདྷੈ୅のֻ͚ڮͱͯ͠

ϛϟϯϚʔֶڅߍ৯ϓϩάϥϜ

� Save the Children Thailand � Save the Children Indonesia

※マッチングΪフトʜ募金総ֹに対して、企業などが一定率を掛けた金ֹを上৐せして寄付すること。

ҥྉճऩΛ௨ͨࣾ͡ձݙߩ

� Save the Children Thailand � Save the Children Indonesia

UFHD サステナビリティ報告書 2017 UFHD サステナビリティ報告書 2017 4039 UFHD サステナビリティ報告書 2017 UFHD サステナビリティ報告書 2017

重
要
課
題
�
⽅
社
会
ɾ
ੜ
׆
イ
ン
フ
ラ
と
͠
て
ỏ
׆
ྗ
͋
る
஍
Ҭ
社
会
の
ൃ
ల
΁
の
ߩ
ݙ



　ユニー・ファミリーマートグループでは、お取引先の協力
のもと、サプライチェーン全体を通じた商品の安全・安心を
確保する体制や仕組みの強化を図っています。調達から消費
までのさまざまなリスクを未然に཈止するため、すべてのお
取引先を対৅とした情報提供窓口「お取引先ϔルプライン」
を外部のୈࡾ者機関に常設し、サプライチェーンにまつわる
課題や໰題点のૣ期発見と是正を行っています。またฒ行し
て、「お取引先アンέート」を年 1 回実施し、法令違反や不

正行為等が行われていないことを確認しています。2016 年
度は「お取引先ϔルプライン」への໰い合わせが 6 件（ユ
ニー 5 件、ファミリーマート 1 件）ありました。また、「お
取引先アンέート」では、ユニーが約 900 社の送付に対し
て 377 社から回౴が寄せられました（ファミリーマートは
2017 年度から開始）。お取引先からのご意見・ご要望等は、
リスクマネジメント・コンプライアンス委員会に報告され、
是正、改善を行っています。

TOPIC：エシカル消費の普及・啓発

　エシカルなお買い物を推進するため、フェアトレード
マークの付いた商品を販売しています。フェアトレード
は、開発్上国などの生産者と「公正な৚件で取引」を
行うことを通して、生産者の地元に新たな仕事を生み出
し、そこに住む人々の持続的な生活向上や自立を促進す
る活動です。また、現地のΦーガニックな生産方法を支
援することで、土৕Ԛછや環境ഁյから生産者の生活や
生産地の環境を守ることにもつながります。
　こうしたエシカルなお買い物をお客様にָしんでいた
だくため、/PO 法人フェアトレード名ݹ屋ネットワー
クや名ݹ屋市、学生Ϙランティアと共同で、2013 年か
ら名ݹ屋市内の店舗で「フェアトレードフェスティバル」
を毎年開催しています。フェアトレードの理解を深める
クイズ大会や、エシカル消費についてのߨԋ、またフェ

アトレード商品のࢼ食などを通して、生産者と消費者が
つながる仕組みを఻えています。
　こうした取り組みを通じて、お客様にもフェアトレー
ドの重要性をご理解いただきながら、今後もフェアトレー
ド商品の品ଗえを拡大していきます。

　Ѫ஌県小຀市の「小຀ワイナリー」では、োがい者の
方が地域で自立した生活を送ることを目標に、ब労支援
を行っています。社会福ࢱ法人 AJU 自立の家が運営して
おり、現在では 35 名のোがい当事者がブド΢の࠿培な
どの࡞業に従事しています。2017 年には「小຀৓信長
ワイン」がリリースされました。ユニーの店舗では、こ
こで࠿培されたブド΢を使用しৢ造されたワインを販売
し、お客様にߪ入していただくことを通して、エシカル

なお買い物の輪を広げるため、これからも継続した支援
活動を行っていきます。

子どもたちにઆ明をする学生Ϙランティア

お取引先ϔルプライン リーフレット

ブド΢の収֭風景

҆શ・҆৺な঎඼Λ͓ಧ͚͢Δ
αϓϥΠνΣーンϚωδϝントのڧԽ

ॏ要՝୊�

　҆શɾ҆৺ͳ঎඼Λ͓٬༷にఏ͢ڙΔこͱ͸ɺখചۀにͱͬて࠷΋ॏཁͳ՝୊Ͱ͢ɻ෯͘޿঎඼Λѻい
άϩʔόϧͰௐୡ໢Λల։͠てい͘தͰɺ͓औҾઌͱ͔֬ͳ৴པؔ܎Λߏங͠ɺαϓϥΠνΣʔϯશମ
Λ௨͠てͱ΋に࣋ଓతͳ੒௕Λ目͠ࢦ·͢ɻ

໿���ࣾ໿�����

Ϣχー
͓औҾઌΞンέート
ૹ෇ઌۀا਺

ϑΝϛϦーϚート
෺ྲྀ໢࠶੔උʹΑΔ
$0� ഉग़ྔ（ैདྷൺ）

҆શɾ҆৺ͳ঎඼ʗαʔϏεのఏڙ
˙�҆શ・҆৺な঎඼のఏڙͱઆ໌責೚

Ϣχー

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート

খ຀ϫΠφϦʔのࢧԉ（2016 年度）
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ձに͓いてɺࣾձత੹೚のൣғ͸͓ࣗࣾΑͼࣗࣾάϧʔϓのΈͰ͸ͳ͘αϓϥΠνΣʔϯにର͠て΋ࣾࡍࠃ　
ΊΒΕてい·͢ɻこのͨΊɺϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓ֤ࣾのαϓϥΠνΣʔϯに͓いて͸ɺੜ෺ٻ

リサイクルリサイクル

調　達 生　産 物　流 販 　 売 廃　棄
日本国内と海外から原材料を調
達するにあたり、調達先の人権
や環境への配慮をしています

˔ お客様にとって
 安全・安心な商品の提供
˔ 商品の安全Ӵ生の確保
˔ 法令・社会倫理の遵守
˔ 人権・労働安全への配慮
˔ 公正な企業活動
˔ 責任ある調達
˔ 環境ෛՙのܰ減

˔ 原材料生産者
˔ 原料原産国
˔ 食品製造・加޻会社
˔ 食品Է・流通会社

˔ 食材޻場点50ݕ項目によるݕ査
˔ 原材料の審査・承認
˔ ファストフードの主な原材料、原産国、
生産国の公開

˔ ध要༧ଌシステムの構築
˔ 品質認証システムによる審査
˔ 食品ロス削減生産計画

˔ お客様にとって
　安全・安心な商品の提供
˔ 商品の安全Ӵ生の確保
˔ 法令・社会倫理の遵守
˔ 人権・労働安全への配慮
˔ 公正な企業活動
˔ 責任ある調達
˔ 環境ෛՙのܰ減

˔ 中食製造委ୗ޻場
˔ 地球環境
˔ 地域社会

˔ 中食製造委ୗ޻場の HACCP への
　取り組み
˔ 取引先を集めた全国品質管理会議に
　よる指ಋ・情報共有
˔ 外部専門機関による品質監査
˔ ファミリーマート޻場担当による
場८回޻　
˔ 添加物削減
˔ 生産管理システムのಋ入による
　食材ഇغロスの削減

˔ お客様にとって
 安全・安心な商品の提供
˔ 商品の安全Ӵ生の確保
˔ 人ࡒの育成
˔ 法令・社会倫理の遵守

˔ 配送委ୗ先
˔ 配送ドライバー
˔ 配送センター
˔ 地球環境

˔ 温度ଳ別共同配送
˔ ドライバー教育
˔ エコドライブ管理システム
˔ 低公害ं・低೩料ंの採用

˔ お客様にとって
 安全・安心な商品の提供
˔ 商品の安全Ӵ生の確保
˔ ストアスタッフの育成
˔ 法令・社会倫理の遵守
˔ 人権・労働安全への配慮
˔ 公正な企業活動
˔ 環境ෛՙのܰ減
˔ 店舗の品質管理

˔ 加盟店
˔ ストアスタッフ

˔ 3つの基本項目（Ӵ生管理・期限
管理・温度管理）に基づき販売

˔ Ӵ生πールを使用した店舗指ಋ
˔ 食品ഇغ物リサイクル
˔ 消費者向けエシカル消費のܒ発
˔ レジା削減のܒ発
˔ ストアスタッフの表জ制度
˔ ストアスタッフݚम
˔ 社会貢献活動
˔ レジାࣙୀ率の向上

˔ ഇغ物の発生཈制
˔ ഇغ物の適正ॲ理
˔ 法令・社会倫理の遵守
˔ 公正な企業活動
˔ 環境ෛՙのܰ減
˔ 食品リサイクル

˔ お客様
˔ 加盟店
˔ 地球環境
˔ 地域社会

˔ 発注ਫ਼度の向上によるഇغロス発生཈制
˔ 食材、アイテム削減による原材料ഇغロス削減
˔ 改ഇアイテム削減によるメーカー包材ロス削減
˔ 商品ొ࿥・改ഇアイテム削減による޻場におけ
る生産性向上とロス削減

˔ 商品のロングライフ化によるഇغロス削減
˔ 法令・社会倫理の遵守
˔ 公正な企業活動
˔ 環境ෛՙܰ減
˔ 食品リサイクル率向上

生産時の環境ෛՙのܰ減、品質
事ނの削減、労働安全Ӵ生に注
力しています

一؏した品質と温度管理
の中、積載効率を高め、
ਫ਼度の高い運行管理を行
っています

安全・安心はもちろん、社会、
環境に配慮した商品をお客様に
おಧけします

ഇغ物の発生཈制と再生利用に
取り組んでいます

ファミリーマート  サ プ ラ イ チ ェ ー ン 管 理 に お け る 配 慮事項と取り組み

事
業
プ
ロ
セ
ス

配
慮
事
項

ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の

取
り
組
み

˔ 配送センターの LED化、
　ଠཅޫ発ిパネル設置
˔ 物流における環境ෛՙܰ減
˔ 安全で効率的な配送ルートの
確保

˔ 人権・労働安全への配慮
˔ 公正な企業活動
˔ 環境ෛՙのܰ減

物流網再整備による
CO2 排出量（従来比）

約82.9％
店舗

店約18,000
製造拠点の統合：
温度帯別工場への移行

全国：90工場（2019年2月末計画）

ファミリーマート専用工場化の加速

物流拠点の統合：
物流・配送拠点の再整備

配送センター
（2017年6月完了）

172拠点

経営統合による サプライチェーンの効率化

ϑΝϛϦーϚート

ެਖ਼ɾಁ໌ͳ׆ۀࣄಈのਪਐ
˙�αϓϥΠνΣーンʹ͓͚Δ҆શ・҆৺へのऔΓ૊Έ

ଟ༷ੑのอશ΍ࣗવݯࢿのอޢɺ๏ྩ΍ࣾձൣنの९कɺਓݖのଚॏ΍ɺࠩผのࢭېɺ࿑ಇɾ҆શӴੜ౳ΛٻΊΔ
αεςφϏϦςΟௐୡݪଇɺ͓ΑͼαϓϥΠνΣʔϯ $43 શൠ΁のۀاΛ੍ఆ͢Δͱͱ΋にɺ͓औҾઌൣنಈߦ
౷Ұํ਑ͱ͠てӡ༻͢ΔこͱͰɺࣾձɾڥ؀に༩͑ΔӨڹ΁の഑ྀͱϦεΫのܰݮにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ
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౓Խ・ଟ༷Խ͢ΔফඅऀχーζへのରԠߴ
ॏ要՝୊�

　೔ʑのੜ׆に͔ܽͤͳい਎ۙͳ঎඼の҆શɾ҆৺ͳ඼࣭͸΋ͱΑΓɺࣾձのมԽ΍χʔζにରԠ͠ɺ
తにۃͱ͠ɺ৽ͨͳ঎඼の։ൃに΋ੵ໋࢖のۀΔこͱΛখച͢ڙに഑ྀͨ͠঎඼Λఏڥɺ؀ࢱ΍෱߁݈
औΓ૊Έ·͢ɻ

������ ໿��ԯԁ
ϑΝϛϦーϚート
৯඼ച্ߴ�લظൺ

Ϣχー
഑ྀ঎඼ڥ؀
ച্ߴ

ެਖ਼ɾಁ໌ͳ׆ۀࣄಈのਪਐ
˙�αεςφϒルなαϓϥΠνΣーンのߏங
　ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτάϧʔϓ͸ɺ���� ೥ � ݄にɺάϧʔϓ౷ҰのʮαεςφϏϦςΟௐୡݪଇʯͱɺ

ʮαϓϥΠνΣʔϯ$43 ೖઌɾϓϥΠϕʔ࢓෺࢈ʯΛ੍ఆ͠·ͨ͠ɻ౰άϧʔϓのΈͳΒͣɺ೶சਫൣنಈߦ
τϒϥϯυ঎඼ɾΦϦδφϧ঎඼の੡଄ҕୗઌɺ༌ೖݩͳͲの͓औҾઌͱڠಇ͠ɺ࣋ଓՄೳͳࣾձの࣮ݱ
に͚޲てαϓϥΠνΣʔϯશମͰऔΓ૊Έ·͢ɻ

　ユニー・ファミリーマートグループは、地球環境の保全や人権の保護などの持続可能な社会の実現に向けた取組みを
社会的責任として認識し、事業活動に取組んでいます。
そのために生産者及び取引先との公正なルールに則った相互発展のਫ਼ਆ（CO�GRO8I/G）に基づく事業活動を進め、
共に持続的な成長を実現しつつ、以下の事項に取組みます。

̍ɽੜ෺ଟ༷ੑのอશʹ഑ྀ͠ɺࣗવݯࢿのҧ๏なऔҾɺ࠾औɺ֫ړΛഉআ͠·͢ɻ
̎ɽׇރのػةʹ͋ΔࣗવݯࢿΛอ͠ޢɺ࠶ੜ可能なݯࢿの࠶ར༻ΛਤΓ·͢ɻ
̏ɽ͓٬͞·の҆શɺ҆৺ɺ݈߁Λ࠷ॏ要事項ͱͯ͠೶சਫ࢈෺のトϨーαϏϦςΟΛཱ֬͠ɺ͓٬͞·ʹ෼͔Γ΍͍͢
৘報開ࣔʹ౒Ί·͢ɻ

̐ɽ๏ྩ΍ࣾձൣنΛ९क͠ɺਓݖ・࿑ಇ・҆શӴੜɺ஍ڥ؀ٿอશなͲࣾձత責೚ΛՌͨ͢ੜऀ࢈・औҾઌͱ持続可能
なࣾձΛ目͠ࢦ·͢ɻ

̍ɽ๏ྩ९क
　　国際規範および事業を展開する国や地域の法・規範を遵守し、誠実な事業活動を行う。
̎ɽਓݖ
　　人種、国籍、宗教、性別などに関わらず、人とその権利を尊重し、人権৵害に加担しない。
̏ɽ࿑ಇ
　　従業員の健康と安全Ӵ生に配慮し、働きやすい職場環境を実現するとともに、性別、年齢、国籍、োがいの有無、

性的多様性を尊重し、ޏ用におけるࠩ別、非人道的なѻい、強制労働などをې止する。
̐ɽެਖ਼なऔҾ
　　取引にあたって健全な商慣शに従い、適切な৚件のもとで取引を行い、私的な利益は受けない。
̑ɽڥ؀
　　地球環境や自然、生物多様性への配慮、環境Ԛછの防止、温室効果ガス排出཈制などの地球温暖化防止に努める。また、

ഇغ物の削減、適正ॲ理とリサイクルなど循環型社会の形成に取組む。
̒ɽ඼࣭・҆શੑ
　　お客さまの安全・安心・健康に配慮した商品・サービスを提供し、事ނまたは不良品などの発生時には、ਝ速な情報

開示や所轄当ہへのಧ出などの対応を行う。
̓ɽ஍Ҭࣾձͱのڞੜ
　　地域社会の発展につながる活動に関わり、事業所または޻場周辺の環境影響に配慮するなど、地域のより良い生活に貢献する。
̔ɽαϓϥΠνΣーンのମ੍੔උ
　　社会的規範に従うとともに社会的要੥に応えて CSR 推進体制、内部統制を構築し、リスク管理の体制整備に努める。

また、自らのサプライチェーンに対しても CSR の周஌と浸透に努める。

αεςφϏϦςΟௐୡݪଇ

αϓϥΠνΣʔϯ$43ߦಈൣن
（2017 年 2 月期） （2016 年度）
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　現代社会の高齢化や健康ࢤ向の高まりを受け、消費者の
ニーズに応えるさまざまな商品・サービスを提供していま
す。コンビニエンスストアでखܰにߪ入できながらも、体
に優しく健康にも配慮した商品として、ਆށ市立ҩྍセン
ター中ԝ市民පӃの管理ӫཆ士に監मいただき、カロリー
やԘ෼、食材品目やӫཆバランスに配慮した「管理ӫཆ士
監म商品」を展開しています。

　また、パーιナルトレーニングジムを運営する RI;AP と
共同開発したサラダ、デβート、カップ໙など、おいしさ
と低౶質にこだわった商品を販売し、お客様の健康増進を
サポートしているほか、2018 年 2 月からは、フィットネ
ス事業へ参入します。店舗に 24 時間利用できるフィットネ
スジム「Fit ˍ GO」を立ち上げ、高まる健康ࢤ向へ対応し
ていきます。

Fit ˍ GO 店舗イメージ管理ӫཆ士監म「さばのみりんমきห当」 RI;AP サラダチキンバー（レϞン）

　Φリジナル環境配慮商品「eco�on（エコΦン）」は、私たち
のීஈの生活そのものを、লエネ・ল資源、3R（リデュース、
リユース、リサイクル）といったエコライフスタイルにする
ことで、持続可能な社会の構築に貢献するというコンセプト
の下に生まれました。「eco�on」の提供を通じて、生産者（原料・
製造・容器包装）、販売者（販売）、ߪ入者（使用時）、再生
利用事業者（使用後）といったサプライチェーンのすべての
ஈ֊で、環境ෛՙを低減させることを目指しています。
　「eco�on」の代表的な商品に、使用済みڇೕパックをリサ
イクルしたトイレットペーパーがあります。この商品は店頭
のリサイクルϘックスでお客様から回収したڇೕパックを

リサイクルし、そのリサイクル素材を使用して製造された
商品です。ユニーでは、h お買い物は価格やデβインのほか
に「環境にやさしい」という視点で商品を選ぶことが、エコ
ライフスタイルにつながるʱと考え、商品開発に役立てて
います。「eco�on」は環境に配慮した商品というだけでなく、
お客様をはじめ、生産者からリサイクル業者にࢸるバリュー
チェーンの関係者と一緒に育てていく商品です。今後もお
買い物を通して、৿ྛ保全や生物多様性の応援につながる
という価値を広め、また高めながら、社会課題の解決に貢
献する商品開発を進めていきます。

　環境配慮商品とは、原料・製造・容器包装・販売・使用時・
使用後といった生産者から販売者、ߪ入者、再生利用事業者
などの「バリューチェーン」で環境ෛՙを低減させた商品と
いえます。
　ユニーの環境配慮商品 eco�on は、こうした環境ෛՙのগ

ない安全・安心な商品として開発・販売しています。商品を
入していただくことで、お客様の健康でշ適なエコライフߪ
を支援し持続可能な社会構築を、生産者やお客様と一緒に推
進していくことを目的にしています。

⁞ ͓٬༷ͱҰॹʹҭ͍ͯͯ͘ڥ؀഑ྀܕ঎඼Ͱ͢
  Ϣχー͕ఆΊΔ඼࣭ج४Λຬ͍ͨͯ͠·͢
⁠ Ϣχー͕ఆΊΔڥ؀ʹ഑ྀͨ͠ੜ࢈৚݅Λຬ͍ͨͯ͠·͢
⁡ʮFDP�PO 開発ϓロδΣクトʯͰ৹ࠪ͠ɺୈऀࡾ৹ࠪҕһձͰධՁ͞Ε·͢

　多様化するお客様のニーズに応えるため、中食構造改ֵを
推進することで、商品の質の向上に取り組んでいます。消費
者ニーズの高い中食商品は、新઱さやトレンドへの対応等を
含め、ଞのڝ合コンビニエンスストアとのࠩ別化に大きく影
響するため、高度な商品設計が求められます。
　このため、2014 年度より、商品の企画・開発・製造から
販売にࢸるまでの全޻程をൈ本的に見直す中食構造改ֵを開
始し、ັ力的で価値のある中食商品を、持続的に提供するた
めの体制づくりを行ってきました。この一連の構造改ֵでは、
原材料の調達から製造޻程における設備や品質管理にࢸるサ
プライチェーンのすべてを見直し、多品目をख掛ける総合޻

場から、温度ଳ別商品の製造޻場への転換を行っています。
中食商品を製造するデイリーメーカーでは、2016 年度から
ࠩ別化調理設備への投資を行い、商品品質の向上とともに、
ັ力的で価値の高い商品づくりに取り組んでいます。

地球を汚さない

˔容器包装がগない
˔Կ度も使える
　（リユース）マグϘトル・マイバッグ
˔リサイクル素材でできている

3R
リデュース・リユース・リサイクル

CO2削減
低炭素社会を目指す

˔লエネ（LEDి球、লエネ家ి、
　クールビズҥ料）
˔FSC（৿ྛ保全商品）
˔バイΦマス資源
　　　（২物を原料にした
　　　೩料やプラスチックは
　　　カーϘンニュートラル）

˔排ਫをԚさない
　（ચࡎ・ഇ༉リサイクル品・無ચถ）
˔土৕をԚさない
　（減೶ༀ・化学ං料
　 ೶࡞物、
　 　Φーガニックコットン）

環境配慮商品eco!on

˔バイΦマス
　つめかえ容器

ೕパックڇ˔
　トイレット
　ペーパー

˔あげ༉リサイクル
　ϋンドιープ

˔ FSCトイレットペーパー

˔実用ϊート
組࡭５　 ˔スリッパ

˔ FSCϊート˔ FSCのしା

˔シリコン
　おかず入れ

˔バイΦマス
　プラ容器

˔割りばし

˔ΦーガニックコットンTシϟπ・
　インナー

˔エコ໺ࡊ

˔さとうきび
　プレート

˔マーガリン入り
　バターロール

˔ശなし
　ティッシュ

˔食パン

Ϣχー

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚート

ϑΝϛϦーϚート

ڙ෇ՃՁ஋঎඼のఏߴ
଄վֵߏ഑ྀͨ͠঎඼˙�த৯ʹڥ�؀˙

Δ঎඼ʗαーϏεの開発্ͤ͞޲Λࢱ΍෱߁݈�˙
FDP�PO のํ͑ߟ

ްੜ࿑ಇলʮୈ �ճ�݈߁ण໋Λの͹ͦ͏ � ʯΞϫーυͰ༏ल৆Λड৆
　国民の生活श慣を改善し、健康ण命をのばすための運
動であるް生労働লの「スマート・ライフ・プロジェク
ト」では、健康ण命をのばそう � アワードを毎年実施し
ています。2017 年 11 月、ユニーが実施している「スー
パーの店頭から減Ԙを発信 ～商品開発を起点とした多

方面と協業する減Ԙの取り組み」が、「生活श慣ප༧防
෼໺」の企業部門においてް生労働大ਉ優ल৆を受৆し
ました。毎月 17 日の「減Ԙの日」に、売場の料理提案コー
ナーで減Ԙ調理や減Ԙ商品の঺հを行うなど、食生活の
改善につながるܒ発活動が評価されました。
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ϑΝϛԣ঎ళ֗のओྗ঎඼

　「お฼さん食ಊ」の開発では、デイリーメーカー様や各担当者との会議を܁りฦす中で、おい
しさの追求はもちろんのこと、添加物や٧؈とは異なる方法で“おいしさを長持ちさせる”こ
とにもこだわりました。そしてさまざまなࢼ行ޡࡨを܁りฦしながらたどりついたのが、環境
先進国のϤーロッパを中心にී及している「ガス置換包装ٕज़」です。ಋ入にあたり、外部の
素をः断しながら中਎も見える新フィルムを採用するなど、独自のٕज़開発も施していただࢎ
きました。その結果、おいしくて、品質が長持ちすることで環境にも優しい商品が׬成しました。
今後も「お฼さんのख࡞りそのままのような、おいしさ」で、環境ෛՙ低減にも役立てたいと
思います。

ʮ͓฼͞Μ৯ಊʯ開発ऀの੠

৽͍͠ΞϓローνͰ͓͍͠͞Λ௥͠ٻな͕Βڥ؀ʹ΋഑ྀͨ͠঎඼ͮ͘Γ

μΠバーγςΟのਪਐ
ॏ要՝୊�

　ҰਓͻͱΓのਓ֨ɾਓݖɾଟ༷ੑΛଚॏ͠ɺੑݸ΍ೳྗΛ͔͠׆ͳ͕Β୭΋͕׆༂Ͱ͖Δۀاάϧʔϓ
Λ目͠ࢦてɺμΠόʔγςΟΛਪਐ͠ಇ͖͕いの͋Δ৬৔ڥ؀Λ࣮͠ݱ·͢ɻ

����������
Ϣχー

ళฮͰಇ͘ঁੑൺ཰
ϑΝϛϦーϚート

8PNFO�1SPKFDU�参加཰

ڙ෇ՃՁ஋঎඼のఏߴ

˙�ϑΝϛԣ঎ళ֗

ϑΝϛϦʔϚʔτ　
 ঎඼ຊ෦　ੜ׆σΠϦʔ෦

　૜ࡊɾαϥμάϧʔϓ

ਅཧ ݪ

　レジԣのカ΢ンターで販売するファストフーズ૜ࡊを
「ファミԣ商店街」で集約化したことからスタートし、全国
の店舗で展開しています。あらゆる年代のお客様が気ܰに利
用できて、ちΐっとしたध要にも対応できる、活気があ;れ
た店内の「商店街」をコンセプトとしています。গ子高齢化、
単਎世ଳや共働き世ଳの増加、働くঁ性の増加といった社会
構造や生活スタイルの変化に൐い、お客様が求めるファスト
フーズ૜ࡊへの期待はますます高まっています。こうしたお
客様一人ひとりのニーズに応え、小商ݍにおける生活インフ
ラとして、高付加価値の૜ࡊ商品を提供しています。
　現在、中食市場は 9 兆円を超えるマーέットがあり、その
中でも一ൠ૜ࡊは約 3 兆円を઎める規模と言われています。

こうした中、直ۙのファストフード売上高は前年比 128.5�
と৳長しています。今後も中食構造改ֵを通して、ָしさと
新઱さが満ちあ;れる「Fun ˍ Fresh」な商品づくりを目指
す中、お客様のध要に応え、独自の価値を提供します。

　発売から約半年で 1 億本をಥഁした、こだわりの一品です。ファミ
リーマートの「মきとり」は、サークル K・サンクスで大人気をތっ
ていた「মきとり」のϊ΢ϋ΢を活かしつつ、さらに“೑の食感”“タ
レの味わい”“Ԙの味わい”にこだわりൈいて改良を重ねました。“ম
きとり屋さんのমきとり”を再現したおいしさと食感、Ϙリューム満
点のサイズが、たくさんのお客様にご好評をいただいております。

　「調理のख間をলきたい」「必要な෼だけほしい」といったお客様の
ご要望を受け、お฼さんが࡞ったようなおいしいお૜ࡊを提供する「お
฼さん食ಊ」。夕食のおかずにそのまま出せるようなଈ食ध要に対応
した、食べ切りサイズのトップシール商品をはじめ、ཌ日のおห当の
おかずや、ि末の献立のために買い置きができるスタンドパック商品
など、さまざまなシーンにԊった๛෋な品ଗえで、家ఉの食୎を応援
します。

˔ ম͖ͱΓ ˔ ͓฼͞Μ৯ಊ

食べ切りサイズで家ఉの味を提供
人気のࢬ౾とひじき

ファミԣ商店街こだわりのҳ品「炭Րমきとり」

（2017 年 6 月時点）（2017 年 11 月開催）

ϑΝϛϦーϚート

食べ切りサイズで家ఉの味を提供
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　「仕事と家ఉを両立させる、ワーク・ライフ・バランスなんてເ」と思われがちですが、
実はこれらは同一ઢ上にあると思います。私の部下にもイクメンがおりますが、「ϊー࢒業
デーにたまに保育Ԃにおܴえに行き、子どもがʰパパがきたー � っɦてتぶإを見るとർれ
もඈぶし、自転ंに子どもを৐せてؼると通Ԃの大変さが理解できたり、મ౬の一൪風࿊
に行くと高齢者が多かったりと、৭んな人の生活を஌ることができる」と言っていました。
現在単਎ෝ任中ですが、ٳ日はなるべく自୐にؼり私が料理をするなど家ఉサービスにも
積極的になりました。今ではؼると子どもがϋグをしてくれるのがָしみです。仕事ฑ生
活者の視点が必要なので、家଒とී通の生活を過ごすためにワーク・ライフ・バランスを
整えることが大切と考えています。管理職にとって、部下育成は最優先業務です。業務効
率を上げるために、私も率先ਨ範しながら働く環境づくりを進めています。

　従業員の平ۉ年齢が上ঢしてきており、հ護と仕事との両立も大きな課題です。い
つまで続くかわからず、またいつどのような変化があるかわからない中、定型どおり
の働き方がࠔ೉になる方もいます。հ護をしながらでも、仕事をしっかりと続けるた
めには、柔軟性のある制度が必要になると思います。昨年度改正したհ護ٳ業等の制
度の周஌を進め、それが使いやすい風土となるように努めていきます。

உੑࣾһの੠（ϑΝϛϦーϚート）

ঁੑࣾһの੠（Ϣχー）

ΠクϘεએݴ

հޢͱ࢓事のཱ྆ʹ͚ͯ޲

Ϣχʔ
෦ Ϛωδϟʔࣄ຿ຊ෦ ૯຿ਓۀ

$43 ৘報
IUUQ���XXX�GV�IE�DPN�DTS�

IUUQ���XXX�GBNJMZ�DP�KQ�DPNQBOZ�DTS�IUNM

IUUQ���XXX�VOZ�DP�KQ�DTS�JOEFY�IUNM

$43ɾࣾձɾڥ؀

$43 ৘報

ۙ౻ ਅ༝ඒ

　すべての社員がݸ性を活かし、最大限の能力を発揮できる
職場環境づくりを目指しています。ユニーの店舗で働くঁ性
比率は 78.4� ですが、そのঁ性の管理職の割合は 6� にと
どまります。2014 年には、初のঁ性執行役員が誕生し、今後、
2019 年までには、ঁ性管理職比率の 10� 以上を達成する
目標を立て、行動計画を推進しています。
　また、「育ٳࣇ業・育ࣇ୹時間ۈ務制度」の取得期間Ԇ長な
ど、子育て世代に向けた制度の拡充を図っています。2016
年度は、正社員 39 名、非正規社員 47 名が育ٳࣇ業を取得
後に෮職しています。子育て世代のみならず、հ護が必要な
従業員に向けた制度の充実も進めています。要հ護状態の家

଒を持つ社員・パート社員には 1 人につき通ࢉ 365 日まで
հ護ٳ業の取得と、1 年間に 5 日（対৅家଒ 2 人以上は 10 日）
のհ護ٳՋの付与が行われています。2016 年度には、27 人
の社員・非正規社員がこの制度を利用しました。
　このଞ、ユニーではϊーマライθーシϣンの理念に基づき、
特別支援学ߍや施設からの職場体ݧの受け入れなどの、োが
い者ޏ用に取り組んでおり、直ۙのোがい者ޏ用率は 2.52�
となっています。2016 年に「ো害を理由とするࠩ別の解消
の推進に関する法཯」の施行を受け、今後もোがい者ޏ用率
の向上に向け、対応を進めていきます。

ユニー・ファミリーマートグループの CSR に関する最新情報は、ユニー・ファミリーマートホールディングス
およびファミリーマートとユニーそれぞれの 8EB サイトにてਵ時発信しています。

　2017 年度に新設されたダイバーシティ推進室では、「like 
Family ～多様性をちからに。୭もが活き活きかがやく未来へ
～」をミッシϣンとして、「トップコミット」「リーダー育成」

「Ϙトムアップ」の 3 つの動きを࡞り出す取り組みを行ってい
ます。まず、「トップコミット」として、社長を委員長とし、
経営陣で構成する「ダイバーシティ推進委員会」を設置しま
した。ダイバーシティ推進を経営戦略の一つとしてҐ置づけ、
企業価値向上のために実施すべき۩体策についてݕ౼してい
ます。また、「リーダー育成」では正しい理解のもとでダイバー
シティを推進するため、2017 年 10 月に部長職以上を対৅に
ダイバーシティݚमを実施し、2018 年度はマネジϟー・課長
職へのݚमを実施していきます。さらに、「Ϙトムアップ」活
動の一つとして、ファミリーマートで働くঁ性社員の活躍推進
のためのঁ性社員による活動 FM8P（FamilyMart 8omen　
Project）を立ち上げました。2017 年度は「私たちが働き方
を変える」をテーマとした FM8P カレッジとして、生産性を
向上させ、顧客へ新たな価値を提供する新しい働き方を、ঁ
性社員が自らアイデアを出し、各自の職場で実証実ݧを行いま
した。実証実ݧは、役員との意見交換や部長がメンターとなっ
て൐૸するなど、全社活動として取り組み、その集大成として

2018 年 1 月にグッドプラクティスを共有することを目的に
「アワード」を開催。高い効果が実証されたチームには最優ल
৆が与えられました。さらに今後は各部門長を責任者とする

「ダイバーシティ推進地۠委員会」を組織し、全社員参加型の
ダイバーシティ推進に向けて実行度を高めていきます。

　2017 年度に、社長直轄の組織として「人ࡒ開発室」を開設
しました。「人ࡒ開発室」のミッシϣンは、ファミリーマート
全社の人ࡒ育成体ܥを一元化し、社員が、より良い形でスキル
アップやキϟリアアップし、「人でউつ」企業にすることです。
　中でも、加盟店と本部をつな͙スーパーバイβー（以下、
SV）の存在こそが、事業の発展を支えるࠜ幹であると考え、

「成果を出す SV の育成」を人ࡒ開発における主要な課題とし
て集中的に取り組んでいます。SV が業務に必要なスキルを、
体ܥ的かつ効率的に学ぶことができるよう業務プロセスを整
理し、育成プランを۩体化しています。また、あわせて新入
社員育成体ܥの再構築も行っていきます。

　ファミリーマートは、2016 年 11 月に /PO 法人ファβー
リング・ジϟパンが設立した「イクϘス企業同盟」に加盟しま
した。ঁ性活躍推進やイクメンなど社員の多様化に対応するた

め、積極的に管理職から意識改ֵを行い、新しい時代の理૝の
上司（イクϘス）を育てることで、社員の能力を最大限に発揮
できる職場環境を目指し、働き方改ֵを推進しています。

Ϣχー

ϑΝϛϦーϚートϑΝϛϦーϚート

ଟ༷ͳਓࡒのड༰ͱ׆༂のਪਐ

˙�μΠバーγςΟへのऔΓ૊Έ

Ϣχー・ϑΝϛϦーϚートグルーϓ　࠷৽の$S3৘報ʹ͍ͭͯ

˙�ਓࡒ開発のऔΓ૊Έ

˙�ΠクϘεۀاಉໍへの加ໍͰಇ͖ํվֵΛଅਐ

˙�'.81（'BNJMZ.BSU�8PNFO�1SPKFDU）の࢝ಈ　ʙ·ͣ͸ঁੑ׆༂͔Βʙ

ϑΝϛϦʔϚʔτ
ւ֎ۀࣄຊ෦෇෦௕

ᕆ઒ ཾ඙

ワークシϣップの様子 FM8P カレッジ参加者

˔ Ϣχʔ

˔ ϑΝϛϦʔϚʔτ˔ ϢχʔɾϑΝϛϦʔϚʔτ
ϗʔϧσΟϯάε
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�Ϣ�χ�ー�・�ϑΝϛϦ�ー�Ϛ�ート�ϗ�ー�ル�σΟン�グ�εࣜ�ג� �ձ�ࣾ
˟170�6017
東京都๛ౡ۠東஑ା 3�1�1 
サンシϟイン 60   17 F 
Tel.(03)3989�7301( 代表 )

適切に管理された৿ྛで生産された
໦材を使った環境配慮型の FSC � 
認証ࢴを使用しています。

ഇӷが出ない「ਫなしҹ࡮」
を採用しました。

ੴ༉ࡎ༹ܥを1％未満に཈えた
২物性インキを使用しています。
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